
三
彌
底
部
（
ω
鋤
H
口
日
一
ユ
団
凶
）
の
業
思
想

〉
象
ω
客
ε
o
h
ま
①
冨
H
ヨ
9
ぎ
ω
9
ヨ
ヨ
三
旨

前

田

至

成

序
章
　
等
量
部
所
伝
と
さ
れ
る
論
書
の
資
料
批
判

　
正
量
部
の
業
説
を
論
究
す
る
う
え
で
正
し
い
理
解
と
認
識
を
与
え
る
の
は
そ
の

所
伝
所
属
の
論
書
で
あ
ろ
う
。
今
、
正
二
部
所
伝
の
論
書
を
繕
く
に
唯
一
の
論
書

と
し
て
『
三
弥
底
部
論
』
三
巻
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ほ
か
に
、
い
ま
だ
正
犯
部
伝

と
し
て
確
証
さ
れ
な
い
も
の
に
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
が
あ
る
。
さ
ら
に
玄
葬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

よ
っ
て
中
国
へ
伝
来
さ
れ
た
十
五
の
門
辺
論
が
あ
る
が
現
存
の
も
の
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
『
三
弥
底
部
論
」
は
些
些
部
伝
と
し
て
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
『
舎
利
三
山
毘
曇
論
』
は
現
在
に
至
る
も
い
ず
れ
の
所
伝
で
あ
る
か

結
論
が
出
て
い
な
い
。

　
　
第
一
節
　
三
弥
底
部
諭

三
弥
底
の
原
語
は
梵
語
に
二
語
あ
っ
て
ω
簿
日
邑
雷
と
ω
適
宜
ヨ
鋤
寅
で
あ
る
。

三
彌
底
部
（
ω
2
0
旨
P
5
P
一
け
凶
嘱
即
）
の
業
思
想

前
者
を
度
量
、
量
目
、
正
量
と
訳
し
、
後
者
を
「
同
意
見
で
あ
る
こ
と
」
「
共
に

思
索
す
る
こ
と
」
な
ど
と
訳
す
。
従
っ
て
三
弥
底
部
は
梵
語
で
ω
鋤
目
穿
け
蔓
9
と

ω
鋤
筥
ヨ
讐
貯
p
の
二
語
が
あ
て
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『
三
論
玄
義
頭
竈
』
は
正
量

な
る
部
名
の
謂
を
説
示
し
て
次
の
如
く
言
う
。

　
　
（
2
）

　
　
正
二
部
者
権
衡
刊
定
名
レ
之
為
レ
量
年
無
二
二
謬
一
故
態
レ
正
也

邪
空
な
き
量
の
刊
定
を
正
量
と
言
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
正
・
量
の
謂
か

ら
し
て
、
ま
た
部
派
分
派
史
上
多
く
出
処
す
る
と
こ
ろ
が
ら
鈴
重
葬
母
三
弥
底

を
土
量
と
し
、
三
弥
底
部
ω
山
露
旦
野
暮
を
正
中
部
と
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

三
弥
底
部
が
正
黒
部
を
意
味
す
る
な
ら
『
三
弥
底
部
論
』
は
正
量
部
の
部
名
を
冠

せ
し
正
量
部
所
伝
の
論
書
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
に
『
三
弥
底
部
論
』
に
一
貫

し
て
説
述
さ
れ
る
補
特
伽
羅
説
は
．
内
緯
冨
く
卑
昏
¢
、
論
事
に
お
い
て
も
正
語
部
教

義
と
し
て
憤
子
部
と
と
も
に
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
諸
余
の
論
に
あ
っ
て
も
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
『
三
弥
底
部
論
』
巻
下
に
展
開
さ
れ
る
中
有
論
は
補
特

伽
羅
を
主
体
と
す
る
有
我
論
的
傾
向
を
更
に
具
体
的
に
実
体
化
し
て
打
ち
出
し
た

一
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三
彌
底
部
（
ω
9
D
日
一
β
一
一
凶
団
9
D
）
の
業
思
想

思
想
で
あ
る
が
こ
の
中
有
の
説
述
に
つ
い
て
も
正
量
部
は
安
達
素
望
と
と
も
に
主

張
し
た
と
、
囚
讐
冨
く
9
導
仁
．
誓
事
に
伝
え
る
。
出
子
部
よ
り
分
出
し
た
正
量
部

が
思
子
部
の
中
心
思
想
た
る
補
特
伽
蠣
に
よ
る
輪
廻
転
生
説
を
継
受
し
て
そ
の
影

響
を
蒙
る
も
不
思
議
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
『
三
弥
底
部
論
』
を

正
量
部
所
伝
の
論
書
と
し
て
迎
え
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
第
二
節
　
舎
利
弗
阿
毘
曇
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
い
ず
れ
の
部
派
に
属
す
る
か
先
哲
の
厳
し
く
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
大
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

度
論
』
は
本
論
を
し
て
積
子
部
所
伝
と
し
『
三
論
玄
義
頭
竈
』
『
法
華
玄
賛
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

正
量
部
の
論
と
す
る
。
ま
た
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
序
の
作
者
、
釈
道
標
は
本
論

を
「
有
部
之
永
塗
　
大
乗
之
靡
趣
」
と
形
容
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
今
は
本
論
を
正
押
部
所
伝
と
見
な
し
得
る
か
否
か
。
そ
れ
を
問
題
と
し

た
い
。
若
し
正
野
部
伝
と
断
定
さ
れ
る
な
ら
論
中
の
世
説
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
に

多
大
の
助
言
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
傾
聴
の
重
き
を
な
さ
な

く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
を
正
量
部
の
執
義
と
す
る
の
は
『
三
論
玄
義
頭
書
』
で

あ
る
。

　
　
（
6
）

　
　
此
論
　
梵
綱
六
十
二
見
経
　
正
量
部
之
義

こ
の
ほ
か
『
三
論
玄
義
頭
書
』
に
は
ニ
ケ
所
本
論
を
駐
車
部
伝
と
す
る
意
味
の
文

句
が
残
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
記
述
は
本
論
を
し
て
正
倉
部
の
義
と

す
る
に
止
ま
り
詳
し
い
事
情
を
伝
え
な
い
。
た
だ
『
三
論
玄
義
本
書
』
に
言
う
部

二

派
分
裂
の
事
情
と
『
異
部
宗
輪
論
』
所
説
の
黒
子
部
よ
り
四
部
分
出
す
る
際
の
起

因
と
さ
れ
る
も
の
が
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
今
は
、
か
か
る
本
論
の
部
派
伝
承
の
論
究
か
ら
の
目
を
転
じ
、
　
『
舎
利
弗
阿
毘

曇
論
』
に
説
示
さ
れ
る
教
義
内
容
に
つ
い
て
正
量
部
所
宗
の
義
と
さ
れ
る
諸
点
と

比
較
し
た
い
。

ω
　
積
子
部
と
と
も
に
正
量
部
思
想
の
根
幹
と
さ
れ
る
補
特
伽
羅
説
述
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

み
る
と
本
論
に
一
語
も
記
せ
な
い
。
『
大
智
難
論
』
お
よ
び
『
三
論
玄
義
本
書
』

が
と
も
に
憤
子
部
所
伝
の
論
と
す
る
は
師
資
相
承
の
上
か
ら
で
あ
る
。
本
論
、
非

問
分
陰
品
に
弾
弓
の
業
相
続
非
相
続
、
可
見
不
可
見
を
説
き
な
が
ら
補
特
伽
羅
を

欠
く
は
奇
妙
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

回
　
中
有
人
説
は
正
量
部
所
七
会
書
、
『
三
弥
底
部
論
』
に
補
特
伽
羅
に
関
説
し

て
執
拗
に
説
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
や
同
じ
意
味
内
容
の
語
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

兄
出
さ
な
い
。
中
差
黒
人
が
中
有
人
と
混
同
さ
れ
対
照
に
引
き
出
さ
れ
る
が
こ
こ

に
云
う
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
中
有
人
は
中
有
位
に
て
浬
遇
す
る
も
の
で

な
く
、
天
の
生
中
に
入
浬
鍵
す
る
も
の
で
別
に
同
一
視
さ
る
べ
き
も
の
で
な
い
。

中
有
に
類
似
し
た
中
問
的
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
阿
潮
曇
論
は

　
　
（
9
）

　
　
此
最
後
識
滅
　
初
識
続
余
道
生
　
最
後
識
滅
巳
　
初
識
即
生
　
無
レ

　
　
有
二
中
間
一

と
語
り
中
間
的
存
在
の
実
有
を
許
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

㈲
　
、
内
野
冨
く
讐
昏
ロ
、
常
事
に
よ
れ
ば
正
犯
部
は
「
漸
次
煩
悩
を
捨
離
す
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
次
第
現
観
な
り
」
と
云
う
。
客
思
煩
悩
よ
り
解
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（
1
2
）

脱
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
『
舎
利
弗
阿
蘇
曇
論
』
に
「
心
性
は
清
浄
に
し

て
客
塵
を
退
る
」
と
す
る
に
似
て
い
る
。
心
性
は
清
浄
で
あ
っ
て
初
め
て
煩
悩
を

離
脱
出
来
、
客
置
捨
離
の
背
後
に
は
心
生
本
浄
が
不
可
知
と
し
て
あ
る
。
こ
の
大

乗
的
色
彩
を
有
つ
思
想
は
大
衆
部
の
所
説
で
も
あ
る
。

ω
　
『
成
唯
識
論
述
記
』
二
末
は
正
量
部
は
三
無
為
を
立
て
る
よ
う
に
言
う
。

　
　
（
1
3
）

　
　
正
量
部
及
法
器
師
管
二
三
無
為
一
　
無
レ
有
二
体
性
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

し
か
る
に
『
舎
利
端
書
毘
曲
論
』
は
九
無
為
を
寺
詣
す
る
。
九
無
為
と
云
え
ど
七

無
為
ま
で
大
衆
、
化
地
の
無
為
説
に
通
ず
る
が
余
の
二
無
為
は
異
と
す
る
よ
う
で

あ
る
。

困
　
『
舎
利
層
位
毘
曇
論
』
の
怪
説
は
特
徴
的
で
あ
る
。
身
、
口
の
二
業
は
詩
業

（
表
業
）
で
意
業
は
無
旧
業
で
あ
る
と
説
く
。
即
ち
、

　
　
（
1
5
）

　
　
云
何
回
業
　
早
業
口
業
　
是
名
教
業
　
云
何
無
荒
業
　
意
業
是
名
無
斜
懸

そ
し
て
つ
づ
い
て

　
　
云
掛
身
教
業
　
総
身
業
色
入
囁
　
是
名
二
身
教
果
つ

　
　
論
理
身
無
教
業
　
若
生
業
思
入
囁
　
是
名
二
身
教
業
℃

　
　
云
何
口
教
業
　
若
口
業
声
入
撮
　
是
名
二
口
教
程
笥

　
　
雪
暗
口
無
教
業
　
若
口
業
記
入
囁
　
是
墨
型
口
無
教
業
鴇

と
あ
る
。
前
後
の
当
文
を
合
わ
せ
る
と
身
・
語
・
意
の
三
業
に
表
と
無
表
を
開

き
、
身
語
業
に
表
業
と
無
融
業
を
、
意
業
に
無
詩
業
を
認
め
て
五
業
に
開
く
、
こ

の
分
類
は
正
量
器
の
所
論
と
等
し
い
。
ま
た
身
・
語
の
表
業
の
体
を
色
入
摂
と
し

無
表
業
の
体
を
法
堂
の
摂
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
表
流
の
体
を
い
ず
れ
も
仏
法

三
彌
底
部
（
ω
9
。
ヨ
ヨ
三
団
O
）
の
業
思
想

に
摂
す
る
は
同
準
で
あ
る
も
無
表
業
を
法
入
と
す
る
は
『
成
業
論
』
に
心
不
相
応

別
法
と
す
る
に
比
す
れ
ば
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
意
業
の
無
表
業
の
性
格
に
つ

い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
業
説
に
関
し
て
は
有
部
的
着
色
が
濃
厚

と
云
わ
れ
る
本
論
に
と
っ
て
破
天
荒
な
論
述
を
試
み
て
お
り
、
意
業
に
無
論
叢
を

認
め
た
こ
と
、
無
表
業
を
有
部
の
如
く
無
膚
色
と
せ
ず
法
器
の
摂
と
な
し
て
無
表

の
本
来
的
意
義
を
確
認
し
、
そ
れ
に
立
ち
帰
ろ
う
と
す
る
態
度
の
窺
わ
れ
る
こ
と

は
有
部
の
両
説
を
一
歩
進
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
画
正
蟄
部
の
買
置
に
接
近
し
た

内
容
を
『
舎
利
群
島
毘
曇
論
」
は
有
し
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
索
せ
し
ほ
か
に
本
論
に
出
典
し
な
い
正
量
部
教
義
が
残
存
す

　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
。
中
間
点
を
一
㈹
め
る
。
業
因
に
よ
り
阿
羅
漢
は
阿
羅
漢
果
よ
り
退
転
す
る
。
身

表
業
の
体
は
行
動
で
あ
り
法
体
久
住
を
認
め
更
に
滅
待
因
説
を
た
て
る
な
ど
現
存

の
資
料
か
ら
得
る
正
二
部
教
義
の
袋
的
な
も
の
は
長
い
『
舎
利
弗
阿
世
要
論
』
中
燭

見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
他
の
資
料
の
伝
え
る
正
量
部
教
義
が
全
て
信
頼

さ
れ
う
る
も
の
で
も
な
い
し
、
又
本
論
に
そ
れ
ら
全
て
が
盛
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
訳
で
も
な
い
。
し
か
し
同
じ
思
想
的
流
れ
の
中
に
あ
る
か
否
か
を
調
べ
る
の

が
教
義
画
か
ら
の
考
察
の
基
盤
で
あ
る
。
更
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
次
に
述
べ
る
如

き
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
の
討
究
が
要
求
さ
れ
る
。
渡
辺
媒
雄
博
士
の
如
き
根
本
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

座
部
と
有
部
の
勢
力
関
係
か
ら
の
考
察
、
木
村
泰
賢
博
士
の
如
き
．
＜
旨
冨
⇒
σ
q
曽
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

毘
婆
崩
伽
論
を
よ
び
、
剛
‘
σ
Q
σ
q
ゴ
巴
四
つ
餌
ゆ
ゆ
鉾
二
、
人
施
設
論
と
本
論
の
比
較
研
究
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ま
た
、
梶
尾
弁
匡
博
士
の
北
方
有
三
論
書
と
南
方
諸
阿
毘
達
磨
の
総
合
的
研
究
な

ど
、
こ
れ
ら
の
諸
見
解
を
重
要
な
礎
石
と
し
て
考
求
の
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
愚

三



三
彌
底
部
（
ω
鋤
巨
巳
昔
四
）
の
業
思
想

見
を
呈
す
る
な
ら
『
舎
利
弗
阿
毘
藩
論
』
三
十
巻
の
長
編
は
黒
兎
部
教
義
を
綱
羅

満
載
す
る
も
の
で
な
く
、
概
念
的
内
容
で
少
し
の
相
似
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
の
み

で
あ
る
。
従
っ
て
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
を
正
量
部
所
伝
の
論
書
と
し
て
迎
え
る
は
今

一
考
を
要
す
る
。

　
正
量
部
業
説
の
論
究
に
あ
た
り
業
に
関
し
て
豊
富
な
内
容
を
も
つ
本
論
が
除
外

さ
れ
れ
ば
部
派
全
般
に
亘
る
業
論
研
鐙
の
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
倶
舎

論
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
正
量
部
の
業
説
に
つ
い
て
述
記
す
る
の
は

　
　
（
2
1
）

　
　
有
余
部
説
　
動
名
二
身
表
騨
悪
世
身
動
時
由
レ
業
動
一
故

と
説
示
す
る
一
処
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
所
説
を
確
証
す
る
た
め
に
行
動
の

実
有
、
滅
待
因
思
想
を
擁
立
す
る
よ
う
で
あ
る
。
不
失
壊
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
倶
舎
論
所
説
を
『
成
業
論
』
の
豊
里
行
動
説
に
比
較
す
れ

ば
『
成
業
論
』
は
同
じ
身
表
行
動
説
を
語
る
に
論
理
的
か
つ
精
緻
な
論
究
を
な
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
紙
数
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
成
業

論
』
に
説
述
さ
れ
る
毘
緊
緊
師
、
日
出
論
者
、
経
部
人
の
評
説
を
通
じ
て
部
派
仏

教
中
に
お
け
る
正
暦
部
業
説
の
位
置
づ
け
や
比
較
対
照
が
可
能
で
あ
り
、
更
に
原

典
的
価
値
の
高
価
な
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
特
色
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
後
『
成
業
論
』
を
根
本
資
料
と
し
て
論
を
運
び
、
、
冠
頭
湧
く
讐
誓
些

論
事
『
中
呂
』
『
般
若
百
事
』
『
三
弥
底
部
論
』
そ
の
ほ
か
の
経
論
を
公
用
し
な
が

ら
次
の
点
に
と
く
に
留
意
し
て
討
究
し
よ
う
と
思
う
。

　
即
ち
、
部
派
仏
教
の
一
部
派
と
し
て
正
語
部
の
尊
号
を
位
置
づ
け
る
。
二
に
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
『
詩
論
』
を
は
じ
め
そ
の
釈
の
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
す

四

る
。
業
の
体
、
業
の
性
、
業
の
相
続
、
業
道
の
思
弁
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
『
目

論
』
の
去
と
三
者
の
関
係
、
不
失
法
債
券
の
問
題
な
ど
は
、
か
か
る
二
項
の
中
に

包
摂
し
て
触
れ
よ
う
と
思
う
。

第
一
章
　
直
直
の
異
業
に
つ
い
て

　
　
　
第
一
節
　
身
表
業

　
正
量
部
は
身
語
意
の
三
業
中
、
身
業
に
右
表
業
を
分
ち
そ
の
体
を
行
動
の
上
に

見
る
よ
う
で
あ
る
。
西
蔵
訳
『
成
業
論
』
に
は

　
　
（
2
3
）

　
　
諸
余
者
は
云
う
　
そ
れ
を
所
縁
と
す
る
心
よ
り
生
じ
た
行
動
が
表
で
あ
る
。

と
伝
え
る
。
更
に
『
倶
舎
論
』
分
別
業
品
十
三
は
同
じ
よ
う
に
云
う
。

　
　
（
2
4
）

　
　
有
余
部
説
　
動
名
一
一
身
表
一
　
七
二
身
動
時
由
レ
業
動
一
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

有
余
部
が
い
ず
れ
の
部
派
で
あ
る
か
問
題
で
あ
る
。
『
倶
舎
論
光
記
』
は
有
余
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

を
も
っ
て
正
学
部
と
し
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
も
正
量
部
所
宗
で
あ
る
と
示
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
称
友
の
倶
舎
論
註
釈
は
こ
れ
を
憤
子
部
と
す
る
。
生
子
部

と
正
量
部
の
分
派
関
係
は
密
接
で
あ
る
。
『
首
部
宗
輪
論
』
『
舎
利
裡
面
経
』

．
U
弓
磐
2
。
ぢ
ω
”
．
旧
史
お
よ
び
二
二
ラ
ナ
ー
タ
の
上
座
部
、
大
衆
部
、
正
警
部
所
伝

な
ど
、
こ
と
ご
と
く
正
業
部
を
憤
子
部
よ
り
の
分
派
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
山
口
民
に
よ
っ
て
積
子
部
は
六
百
年
以
後
、
多
く
正
号
部
に
よ
っ
て
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
派
事
情
か
ら

有
余
部
な
る
も
の
が
正
碧
雲
と
さ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
身
表
業
を
行
動
に
求
め
る
思
想
は
そ
の
源
流
を
ど
こ
に
発
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
ま
た
何
時
頃
に
遡
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
補
特
伽
羅
、
依
説
人
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
展
開
し
た
『
三
弥
底
部
論
』
に
は
そ
の
影
を
見
出
さ
な
い
。
分
別
論
者
が
正
鞍

部
人
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
る
『
婆
思
量
』
に
も
典
拠
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小

乗
十
八
部
の
教
義
を
適
切
に
伝
え
る
『
異
部
講
参
論
』
も
行
動
思
想
の
論
拠
と
な

る
法
体
暫
住
に
つ
い
て
少
し
く
語
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
青
日
生
の
『
細

論
』
観
去
来
品
の
偶
に
触
れ
る
と

　
　
（
3
0
）

　
　
動
処
則
有
レ
去
　
此
中
有
二
去
時
一
五
二
号
黒
具
去
一
　
是
口
塞
時
去

の
如
く
云
う
。
動
ず
る
と
こ
ろ
に
去
と
い
い
、
去
の
な
か
動
作
の
あ
る
と
こ
ろ
に

去
時
、
す
な
わ
ち
去
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
云
え
る
と
。
従
っ
て
換
言
す
れ

ば
、
動
の
あ
る
と
こ
ろ
に
去
が
あ
り
そ
の
動
は
現
量
の
中
に
あ
り
、
必
ず
し
も
已

去
の
中
に
あ
る
の
で
な
い
。
勿
論
未
去
の
中
に
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
去
は
計
器
す

な
わ
ち
去
時
に
あ
る
と
云
え
る
。
成
業
論
所
説
の
蒔
こ
ぎ
は
行
動
と
も
訳
す

が
「
去
」
と
も
云
う
か
ら
中
昔
の
去
と
同
義
か
も
知
れ
な
い
。
去
が
去
時
で
あ
る

か
ら
行
く
こ
と
の
状
態
を
表
わ
し
行
き
つ
つ
あ
る
も
の
去
り
つ
つ
あ
る
も
の
、
即

ち
現
去
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
已
去
に
非
ず
未
去
に
非
ざ
る
半
已
半

去
の
よ
う
な
状
態
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
『
般
若
比
論
』
は
動
ず
る
と
こ
ろ
去
あ

り
の
形
相
を
示
し
て
、
「
彼
処
に
足
を
挙
げ
足
を
下
す
の
相
貌
を
名
づ
け
て
去
時

と
な
す
」
と
云
う
。
こ
の
磐
喩
を
以
っ
て
す
れ
ば
身
の
動
を
相
貌
と
し
て
と
ら
え

る
故
、
『
倶
舎
論
』
の
「
動
名
身
業
」
と
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
相
貌
こ
そ

身
業
の
体
と
し
て
の
行
動
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
「
四

三
彌
底
部
（
ω
9
日
ヨ
一
鉱
団
僧
）
の
業
思
想

処
則
有
レ
去
」
は
正
条
部
の
執
義
を
龍
樹
が
中
盤
に
あ
げ
て
所
書
し
た
こ
と
に
な

り
『
倶
舎
論
』
や
『
成
業
論
』
で
世
親
が
は
じ
め
て
論
難
し
た
と
見
ら
れ
て
い
た

従
来
の
説
に
再
考
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
般
若
野
球
』
の
作
者
と
伝
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

る
清
弁
は
既
述
の
中
の
「
愚
論
」
第
二
偶
の
釈
に
部
名
を
記
せ
ず
「
外
人
云
う
」

と
の
み
記
し
、
後
の
骨
子
法
の
説
述
に
つ
い
て
は
「
正
理
部
人
」
と
明
記
す
る
。

何
故
に
正
員
尋
人
の
主
張
な
ら
そ
の
よ
う
に
明
記
し
な
か
っ
た
か
疑
問
視
さ
れ
る

が
動
と
去
の
語
義
解
明
か
ら
、
ま
た
上
記
の
如
き
去
と
野
地
の
内
容
的
一
致
か
ら

正
量
部
の
雇
主
行
動
思
想
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
正
量
部

の
身
表
行
動
の
思
想
は
歴
史
的
に
見
て
竜
樹
の
在
世
当
時
次
第
に
表
面
化
し
、
世

親
の
出
世
せ
る
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
正
長
部
所
説
と
し
て
高
調
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
正
量
部
の
勢
力
伸
長
に
比
例
し
て
上
表
行
動
説
は
正
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

部
所
謂
と
し
て
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
正
量
部
人
は
行
動
を
或
る
期
間
の
身
体
の
変
貌
、
す
な
わ
ち
動
作
の
始
終
、
そ

れ
を
身
表
芸
で
あ
る
と
考
え
る
。
か
よ
う
な
考
え
方
は
有
表
鼠
色
説
と
多
少
趣
を

異
に
す
る
。
『
成
業
論
』
は
有
部
の
表
業
を
示
し
て

　
　
（
3
3
）

　
　
表
と
い
う
法
は
彼
れ
何
も
の
な
る
か
。
日
わ
く
、
且
ら
く
身
の
表
は
形
態
な

　
　
り
。
彼
を
所
縁
と
す
る
心
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
り
。

と
説
く
。
即
ち
有
部
の
形
色
は
動
作
の
刹
那
刹
那
を
実
体
的
、
個
別
的
に
と
ら
え

身
体
の
あ
る
瞬
間
の
所
作
を
月
色
で
あ
ら
わ
す
、
形
色
は
物
質
で
あ
る
が
顕
色
で

は
な
く
、
「
か
た
ち
」
で
あ
る
。
長
な
り
短
な
る
長
短
方
円
の
色
法
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
形
色
の
見
方
は
極
め
て
外
形
的
、
形
式
的
で
あ
り
、
部
派
教
学
を
代
表

五



三
彌
底
部
（
ω
9
ヨ
旨
P
一
け
一
団
9
◎
）
の
業
思
想

す
る
有
部
特
有
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
正
量
部
の
身
表
業
は
同
じ
身
体

の
所
作
を
論
ず
る
に
統
一
的
変
化
、
前
■
の
例
証
に
よ
れ
ば
足
を
あ
げ
下
す
相
貌

を
行
動
の
体
と
し
身
表
書
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
点
有
部
の
形
色
説
よ
り
身
表
業

と
し
て
妥
当
性
が
あ
り
一
段
と
常
識
的
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

而
も
行
動
の
体
は
色
処
で
あ
る
と
云
う
。
『
成
業
論
』
は
、

　
　
行
動
と
は
何
か
。
他
処
に
転
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
処
は
何
れ
か
　
色
弱
で
あ

　
　
る
。

有
部
も
同
じ
く
身
勲
業
の
体
は
色
法
で
あ
る
と
言
う
。
若
し
行
動
の
体
が
色
入
摂

で
あ
る
な
ら
、
か
か
る
物
質
的
要
素
が
後
時
、
性
を
得
て
与
果
の
香
具
性
を
有
す

る
か
否
か
物
質
な
る
実
体
で
あ
る
な
ら
命
終
と
と
も
に
消
滅
し
は
し
な
い
か
等
の

疑
問
が
生
ず
る
（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
語
表
業
の
所
で
触
れ
る
が
）
。
そ
れ
は
身

表
形
色
説
即
ち
色
法
説
を
主
張
す
る
有
部
業
説
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
有
部

で
は
形
色
の
色
法
で
あ
る
と
す
る
欠
陥
を
罪
な
う
も
の
と
し
て
無
表
象
が
業
因
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

果
の
連
絡
の
働
き
を
有
つ
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。
正
量
部
の
不
失
壊
に
つ
い
て

も
そ
の
よ
う
な
要
請
に
答
え
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の

論
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
お
よ
そ
、
身
業
に
よ
る
行
動
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
条
件
が
揃

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
存
在
（
主
体
）
と
時
間
で
あ
る
。
一
期
間
の
存
在
（
身
体
）

の
存
続
と
そ
れ
に
要
す
る
時
間
的
推
移
が
認
め
ら
れ
ね
ば
主
体
の
統
一
的
動
作
と

　
　
　
　
（
3
6
）

は
な
り
え
な
い
。
そ
こ
に
当
量
部
に
あ
っ
て
、
物
体
の
一
時
期
相
続
を
肯
定
す
る

法
体
暫
住
説
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
『
異
書
宗
輪
論
述
記
』
に
は
、

六

　
　
（
3
7
）

　
　
諸
行
有
二
暫
住
一
陽
有
二
刹
那
一
二
　
即
正
夢
部
計
従
レ
此
流

と
云
え
る
は
そ
れ
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
為
法
中
大
地
命
根
等
の
色
法
は

美
住
の
義
あ
り
、
心
法
は
刹
那
滅
性
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
而
も
「
従
レ
此
流
」

と
は
色
法
暫
住
説
が
積
子
部
に
於
い
て
魂
胆
さ
れ
正
論
部
に
享
受
さ
れ
た
主
張
で

あ
る
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
。
親
近
な
る
分
派
関
係
か
ら
推
し
て
平
野
部
の
思

想
影
響
を
被
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
『
倶
舎
論
記
』
は
正
財
部
の
色
法
暫
住
説

と
行
動
の
成
立
関
係
に
つ
い
て
更
に
明
言
す
る
。

　
　
（
3
8
）

　
　
正
鞍
部
計
有
為
法
足
　
心
心
所
法
及
声
光
等
刹
那
　
添
筆
必
無
二
行
動
一
不

　
　
相
慮
行
身
表
業
色
身
山
薪
等
一
二
刹
那
滅
一
　
多
時
久
住
馬
下
富
有
レ
生
後
時

　
　
有
レ
滅
中
有
二
弁
韓
一
不
レ
経
二
生
滅
一
　
可
下
客
三
従
レ
此
転
至
二
絵
具
一
叢
行
三
聖
差
　
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
別
上

心
心
所
法
お
よ
び
直
属
な
ど
は
刹
那
滅
の
自
性
を
有
つ
も
身
表
業
、
色
身
、
山
薪

等
は
逆
に
多
時
に
亘
り
久
住
す
る
色
法
で
あ
る
と
言
う
。
即
ち
一
切
法
を
刹
那
滅

性
と
一
期
暫
住
性
の
二
方
に
大
別
し
行
動
な
る
身
表
業
は
多
時
久
住
の
性
を
有
す

る
と
な
す
。
そ
し
て
行
動
は
差
別
性
で
此
下
り
転
じ
て
余
方
に
至
る
義
あ
り
と
す

る
。
差
別
性
と
は
何
か
。
生
住
異
滅
の
四
相
の
変
化
で
あ
る
。
正
胴
部
は
四
相
説

　
　
　
　
（
3
9
）

を
な
す
。
『
唯
識
枢
要
』
上
末
に
出
処
を
見
る
。
正
量
部
は
有
為
法
中
、
身
綿
業

の
体
た
る
行
動
な
ど
に
一
期
間
に
お
け
る
四
相
の
変
化
を
認
め
、
心
、
声
等
は
有

部
に
云
う
如
く
刹
那
刹
那
に
於
け
る
四
相
の
生
滅
あ
り
と
す
る
。
さ
て
南
緯
上
座

部
で
も
色
法
の
暫
住
を
許
す
が
色
法
だ
け
で
な
く
心
、
心
所
重
心
等
に
至
る
も
暫

住
が
あ
る
と
見
る
。
そ
の
点
、
正
鵠
部
よ
り
一
層
徹
底
せ
る
学
年
思
想
で
あ
る
。



か
く
言
え
る
と
と
も
に
法
体
暫
帯
説
が
正
量
部
特
有
の
思
想
で
な
い
こ
と
を
知
ら

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
正
義
部
は
身
表
業
の
体
た
る
行
動
の
成
立
論
拠
に
三
つ
の
基
盤
を
与

え
る
。
そ
の
第
一
は
『
成
業
論
』
に
、

　
　
（
4
0
）

　
　
彼
の
同
じ
き
も
の
が
転
至
す
る
が
行
動
な
り
と
は
何
に
よ
り
で
あ
る
か
。

と
言
う
問
い
に
答
え
て
響
く
。

　
　
差
別
相
を
慧
知
せ
ざ
る
が
故
な
り
。

正
上
部
は
前
後
の
主
体
の
上
に
差
別
相
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
主
体
に
差
別
な
く

前
後
に
変
異
が
な
い
。
従
っ
て
、
彼
の
同
じ
き
も
の
が
転
至
す
る
と
知
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

で
あ
る
と
。
玄
理
の
『
大
乗
成
業
論
』
も
同
じ
事
を
伝
え
る
。
豊
野
戒
の
釈
疏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

於
け
る
論
証
式
は
三
支
作
法
の
論
法
で
つ
ぎ
の
如
く
言
う
。
「
お
よ
そ
差
別
の
知

覚
さ
れ
な
い
も
の
は
全
て
、
そ
れ
と
別
異
な
も
の
で
な
い
。
例
え
ば
自
性
を
一
に

す
る
も
の
は
そ
れ
と
別
異
が
な
い
が
如
し
（
喩
）
。
余
境
に
移
動
せ
る
後
に
自
性
は

先
の
自
性
と
は
差
別
が
認
め
ら
れ
ざ
る
べ
し
（
宗
）
。
別
異
が
存
す
る
こ
と
は
知
覚

に
よ
っ
て
岩
髭
さ
れ
る
が
故
に
（
因
）
自
性
無
所
得
な
り
。
」
と
。

　
正
則
部
は
身
表
行
動
の
よ
っ
て
立
つ
基
調
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
差
別
相
が

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
有
部
や
上
部
の
立
堕
す
る
差
別
相
あ
る
を
否
定
す
る
。

け
れ
ど
も
そ
の
否
定
は
差
別
相
は
実
と
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
が
今
そ
れ
を
認
知
出

来
な
い
か
ら
と
云
う
消
極
的
な
否
定
に
止
ま
る
。
そ
し
て
差
別
相
不
確
当
の
故
に

法
体
の
久
住
が
あ
り
行
動
の
成
就
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
云
う
。
正
患
部
が
行
動
に

差
別
相
を
許
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
『
倶
舎
論
記
』
に
明
記
す
る
。

三
彌
底
部
（
ω
鋤
旨
P
ヨ
一
酔
圃
鴇
9
）
の
業
思
想

　
第
二
と
し
て
法
体
の
滅
に
因
を
待
つ
と
云
う
滅
待
遅
発
が
あ
る
。
『
倶
舎
論
記
』

は
滅
待
因
説
を
示
し
て
、

　
　
（
4
4
）

　
　
依
二
君
三
部
一
塁
法
生
難
由
二
主
客
二
因
一
諸
法
善
時
通
‘
難
及
易
一
若
心
心

　
　
所
法
及
声
光
等
　
但
由
二
主
因
一
不
レ
由
二
客
因
一
　
若
不
賢
慮
及
余
色
等
薪
等

　
　
由
二
　
主
客
二
因
一

の
如
く
言
う
。
滅
因
は
諸
法
の
暫
住
が
あ
っ
て
初
め
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り

住
な
く
し
て
滅
因
は
考
え
ら
れ
な
い
。
『
成
業
論
』
の
「
五
型
な
き
が
故
に
」
は

焦
性
の
側
で
な
く
住
、
即
ち
、
行
動
の
立
場
か
ら
そ
れ
を
論
証
す
る
た
め
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
倶
舎
論
記
』
に
伝
え
る
主
張
は
暫
住
す
る
色
法
が
滅
す
る

に
は
、
で
は
如
何
な
る
因
を
要
す
る
か
今
度
は
麗
な
る
も
の
の
滅
の
側
か
ら
滅
因

を
明
確
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

　
と
こ
ろ
が
、
心
・
心
所
・
春
光
等
の
刹
那
滅
性
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た
。
正
　
　
1

量
部
で
は
そ
の
刹
那
滅
性
を
「
自
ら
の
無
常
性
」
で
あ
る
と
云
う
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
云
う
主
因
は
正
し
く
こ
の
「
自
ら
の
無
常
性
」
で
あ
り
刹
那
滅
性

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
刹
那
滅
な
る
零
幸
等
に
内

な
る
滅
相
と
し
て
の
主
因
を
許
す
は
納
得
出
来
る
が
上
表
業
な
る
行
動
等
即
ち
一

時
期
住
す
る
色
法
に
至
る
ま
で
主
因
を
認
め
よ
う
と
す
る
は
不
可
解
な
こ
と
で
あ

る
。
行
動
に
刹
那
滅
性
を
許
せ
ば
行
動
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ

て
お
き
正
興
部
は
色
法
の
暫
住
を
認
め
る
が
そ
の
滅
に
際
し
て
は
柔
な
る
滅
相
と

火
等
の
外
縁
す
な
わ
ち
主
因
に
よ
る
消
滅
を
許
す
と
云
え
よ
う
。

　
行
動
成
立
の
第
三
の
根
拠
は
先
後
を
別
糊
す
る
因
が
な
い
か
ら
彼
の
同
じ
き
も

七



三
彌
底
部
（
ω
9
ヨ
巨
菖
旨
）
の
業
思
想

の
が
転
慣
す
る
と
説
く
に
あ
る
。
『
成
業
論
』
に
云
う
。

　
　
（
4
5
）

　
　
然
ら
ば
鯨
方
に
生
ず
る
因
な
き
が
故
に
、
彼
（
転
至
し
て
絵
方
に
至
る
義
）

　
　
あ
り
。

滅
す
る
に
滅
因
の
不
可
欠
で
あ
る
如
く
、
三
方
に
諸
法
の
生
ず
る
た
め
に
も
生
時

が
求
め
ら
れ
る
。
今
、
そ
の
生
因
が
無
け
れ
ば
滅
因
の
無
い
場
合
と
同
様
、
彼
の

同
じ
き
も
の
の
転
至
が
可
能
で
あ
る
。
生
が
中
に
生
因
、
滅
が
中
に
滅
因
を
自
性

と
し
て
持
て
ば
身
長
の
行
動
は
是
認
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
世
親
は
住

と
し
て
の
行
動
は
な
い
と
「
法
の
住
す
る
と
き
は
行
動
は
な
い
。
行
動
な
く
し
て

不
断
に
住
す
る
」
と
云
う
。
住
た
る
無
差
別
な
る
自
性
は
行
動
の
本
質
で
な
い
と

論
難
す
る
。
し
か
し
正
量
部
は
あ
く
ま
で
余
方
に
生
ず
る
因
の
無
い
こ
と
、
又
、

滅
す
る
に
因
の
な
い
こ
と
を
以
っ
て
行
動
確
立
の
条
件
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
確
証
か
ら
正
量
部
は
身
聖
業
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
見
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
身
表
業
の
体
た
る
行
動
は
法
体
の
暫
住
、
或
は
滅
導
因
思
想
に
支
え
ら

れ
て
初
め
て
そ
の
成
立
を
見
、
そ
の
行
動
は
色
（
柄
9
四
）
を
本
質
と
す
る
。
有
部

と
の
比
較
に
於
い
て
見
れ
ば
、
身
興
業
を
形
色
と
す
る
有
罪
業
説
と
は
聯
か
内
容

を
異
に
す
る
。
し
か
し
身
骨
業
の
体
を
同
じ
色
法
で
あ
る
と
し
て
物
質
的
実
体
的

に
把
握
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
未
だ
有
部
的
視
野
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言

え
よ
う
。

　
　
第
二
予
覚
表
罫

『
成
業
論
』
は
身
表
文
に
つ
い
て
詳
明
な
論
究
を
重
ね
る
の
で
あ
る
が
語
表
業

八

に
至
っ
て
若
干
の
討
究
を
も
試
み
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
伝
え
る
の
は
身
表
行

動
説
を
定
義
す
る
際
、
「
語
る
と
き
、
唇
等
が
振
動
す
る
も
（
行
動
）
す
る
こ
と

に
堕
す
る
」
が
故
に
、
唇
等
が
振
動
す
る
の
は
行
動
で
あ
り
得
な
い
と
戒
め
る
の

み
で
あ
る
。
『
大
乗
成
業
論
文
林
立
』
は
玄
弊
の
『
大
乗
成
業
論
』
を
釈
し
て
云

う
。
　
　
（
4
6
）

　
　
何
国
難
説
二
縁
レ
難
山
レ
境
心
等
所
生
一
　
為
欲
レ
簡
二
彼
唇
等
揺
動
一
　
彼
非
二

　
　
縁
レ
彼
心
等
所
生
一
　
以
下
縁
二
塁
唇
幽
起
一
一
言
音
一
心
素
生
上
故

国
表
は
行
動
を
体
と
す
る
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
境
と
し
て
心
等
が
生
ぜ
ら
れ
る
と

見
る
の
で
あ
る
が
響
動
は
身
表
の
一
部
と
見
な
い
で
「
以
下
縁
二
言
音
一
心
等
生
上

故
」
と
し
て
行
動
と
別
立
し
て
説
示
す
る
と
こ
ろ
が
ら
こ
の
言
音
こ
そ
語
専
業
で

あ
る
と
云
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
行
動
を
所
縁
と
す
る
心
よ
り
の
所
生
が
身

相
傘
で
あ
れ
ば
唇
動
を
所
縁
と
す
る
心
よ
り
の
所
生
で
な
く
、
言
音
を
所
縁
と
す

る
心
よ
り
の
所
生
が
語
群
業
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
語
表
業
を
明

確
に
打
ち
出
し
た
の
が
、
内
旨
冨
く
p
。
洋
げ
ロ
．
論
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
語
表
の
体
に

つ
い
て
は
触
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
正
薬
嚢
は
語
表
業
を
説
き
而
も
色
法
な
る
体

を
生
起
す
る
よ
う
に
示
す
。
、
内
学
げ
似
く
緯
昏
信
．
論
事
は

　
　
（
4
7
）

　
　
善
心
と
倶
起
す
る
専
業
は
色
に
し
て
善
で
あ
り
。

　
　
善
心
を
倶
起
す
る
語
業
は
色
に
し
て
善
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
身
業
と
共
に
語
業
を
併
挙
し
、
身
語
二
業
と
も

そ
の
体
の
性
は
善
で
あ
る
と
云
う
。
こ
の
文
意
か
ら
す
れ
ば
善
心
と
と
も
に
悪
心

と
等
起
す
る
身
語
二
業
も
色
に
し
て
不
善
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
更
に
色
に
善
、

131



不
善
性
を
認
め
る
は
注
目
さ
れ
る
。
か
つ
て
『
成
業
論
』
で
は
身
表
の
体
を
行
動

と
し
色
法
に
摂
す
る
も
そ
の
性
に
つ
い
て
は
明
記
し
な
か
っ
た
。
勿
論
身
業
所
生

の
行
動
が
善
・
不
善
の
性
を
有
つ
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
も
身
表
業
の
場
合
と
同
じ
く
語
表
業
の
体
が
色
法
な
ら
ば

潜
勢
力
と
し
て
残
存
す
る
で
あ
ろ
う
善
悪
の
性
が
色
法
に
是
認
さ
れ
る
か
と
い
う

問
題
に
当
面
す
る
。
南
国
上
座
部
で
は
善
悪
の
性
を
も
ち
得
る
も
の
と
し
て
心
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

心
惑
の
み
を
数
え
る
。
経
量
部
は
身
・
口
・
意
三
業
の
も
の
が
ら
を
思
の
心
所
の
上

に
論
ず
る
か
ら
色
法
に
蕪
∵
不
善
を
認
め
る
か
否
か
は
問
題
で
な
い
。
有
部
は
正

潤
部
と
同
じ
く
色
法
導
入
と
す
る
か
ら
こ
の
不
条
理
な
る
課
題
を
残
し
て
い
る
。

有
部
は
五
根
・
五
境
の
色
法
中
、
色
境
と
声
境
の
み
善
、
不
善
の
心
力
に
よ
り
等

起
す
る
と
云
う
。
つ
ま
り
等
起
説
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
。
正
量

部
に
あ
っ
て
は
如
何
に
し
て
色
法
が
善
悪
の
性
を
有
つ
に
至
る
か
解
決
の
糸
口
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

見
出
し
得
な
い
。
た
だ
．
内
鋤
昏
9
1
＜
鉾
臣
仁
．
論
事
に
「
色
は
善
・
不
善
な
り
。
」
と

何
ら
色
法
に
限
定
設
け
ず
全
て
の
色
法
が
善
・
不
善
の
性
を
も
つ
か
の
如
く
語
る

の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
行
為
の
余
勢
と
し
て
善
悪
の
性
を
も
つ
色
法
が
引
起

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
旦
、
業
所
作
の
結
果
生
起
し
た
色
は
異
々
性
で
あ
る
と

、
囚
四
誓
覆
輪
昏
O
．
心
事
及
び
そ
の
註
に
伝
え
て
い
る
。
従
っ
て
異
踏
舞
と
し
て
の

色
は
果
の
熟
す
る
ま
ま
で
生
果
の
功
能
を
有
し
て
相
続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
正
量
部
は
身
、
語
業
に
表
業
と
不
失
壊
を
分
ち
分
別
す
る
の
で
あ
る
が
「
聖
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

が
戒
で
あ
る
」
と
云
う
の
も
正
誤
部
の
旨
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
属
音
は
こ
の

執
義
を
正
量
部
と
大
衆
部
に
帰
す
る
。
表
業
で
あ
る
戒
と
は
詳
し
く
は
何
で
あ
る

三
彌
底
部
（
ω
鋤
日
日
一
江
鴇
O
）
の
業
思
想

か
、
礼
拝
、
座
よ
り
起
る
こ
と
、
合
掌
、
正
し
い
行
為
、
座
席
を
設
け
る
こ
と
、

床
を
設
け
、
洗
足
の
水
を
取
り
、
沐
浴
の
水
を
用
意
す
る
こ
と
は
全
て
戒
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

体
的
内
容
で
あ
る
と
云
う
。
十
二
支
縁
起
の
な
か
、
戒
学
に
あ
た
る
は
正
語
、
正

命
、
正
業
で
身
語
意
の
三
業
に
配
せ
ば
前
一
が
盛
業
、
後
二
が
身
業
に
あ
た
る
。

そ
こ
で
身
語
二
業
の
表
業
が
戒
と
云
う
は
戒
を
受
け
戒
を
骨
導
す
る
日
常
生
活
の

様
々
の
行
為
が
野
業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

戒
が
一
方
的
に
絶
学
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
導
体
の
相
続
を
予
想
す
る
無
表
業
に

ま
で
及
ば
な
い
の
は
推
究
の
も
の
足
り
な
さ
を
感
ず
る
。
そ
れ
故
、
今
一
度
浮
屠

と
不
失
壊
の
性
格
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
そ
の
不
興
壊
の
働

き
、
性
格
に
つ
い
て
暫
ら
く
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

第
二
章
　
不
失
壊
に
つ
い
て

　
　
　
第
一
節
　
不
失
壊

　
不
失
壊
な
る
語
義
は
失
わ
れ
ず
壊
せ
な
い
法
と
云
う
意
味
。
『
成
業
論
』
の

冴
ぎ
職
ミ
窓
ぎ
「
消
滅
し
な
い
法
（
も
の
）
」
が
こ
の
不
失
壊
に
相
当
す
る
。
玄

弊
の
『
大
乗
成
業
論
』
に
不
失
壊
と
出
せ
る
を
初
見
と
す
る
。
正
着
部
が
有
部
の

無
罷
業
に
相
応
す
る
不
失
壊
を
説
述
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
．
囚
讐
轟
く
鉾
冨
、
論

事
に

　
　
（
5
4
）

　
　
巴
匿
日
冨
ヨ
ヨ
鋤
ぢ
9
。
ロ
8
訂
ヨ
日
ロ
O
碧
曙
。
け
富

　
　
業
と
業
の
積
集
は
異
る
か

九
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三
彌
底
部
（
ω
9
ヨ
日
憲
旨
）
の
業
思
想

の
問
い
に
「
然
り
」
と
答
え
る
を
以
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
正
量
部
所
属
の
経
典

　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

と
目
さ
れ
る
『
正
法
念
処
経
」
も
そ
の
よ
う
に
云
う
。
『
成
唯
識
論
述
記
』
は
大
衆

部
の
増
長
と
異
語
同
義
に
解
釈
し
、
衆
賢
の
『
順
正
理
論
』
に
至
っ
て
は
随
界
、

薫
習
、
不
失
、
増
長
を
並
べ
て
種
子
説
に
等
し
い
思
想
内
容
の
如
く
受
容
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

る
。
そ
れ
と
同
じ
傾
向
が
『
顕
識
論
』
に
も
窺
わ
れ
る
。

　
徳
慧
の
『
随
相
論
』
は
不
失
壊
を
無
失
法
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
呼
称

す
る
。
さ
ら
に
無
品
法
は
不
失
法
で
も
あ
る
よ
う
で
『
中
論
』
釈
画
業
品
は
云

う
。
　
　
（
5
8
）

　
　
不
日
金
庫
レ
券
　
業
負
財
物
　
而
是
無
記
性
　
分
別
有
二
四
種
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

同
じ
句
論
釈
・
清
弁
の
『
般
若
燈
論
』
は
不
失
法
論
者
を
正
宇
部
人
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
。
業
と
不
失
法
の
関
係
は
証
券
と
負
財
物
の
よ
う
な
も
の
で
業
（
財
）

を
与
え
已
っ
て
も
散
失
せ
ず
、
不
失
言
（
券
）
あ
り
て
負
財
人
が
財
（
業
）
を
返

却
す
る
時
、
即
ち
不
当
法
が
果
を
与
え
覧
る
時
、
券
た
る
不
失
法
は
謝
滅
す
る
と

云
う
。
自
ら
造
り
し
業
は
後
生
に
至
る
ま
で
自
ら
負
債
し
、
か
よ
う
に
積
集
さ
れ

た
不
要
法
は
生
果
を
果
し
て
捨
滅
す
る
ま
で
存
続
す
る
と
な
す
よ
う
で
あ
る
。
成

業
論
難
宗
の
不
失
路
と
云
え
ど
も
か
か
る
不
失
法
の
性
格
に
違
背
す
る
も
の
で
な

く
、
不
失
心
は
当
来
に
於
い
て
逆
又
は
非
愛
な
る
果
を
現
成
せ
ら
る
る
因
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不
失
壊
の
性
状
か
ら
『
随
相
論
』
の
無
業
法
、
　
『
中

耳
』
の
不
失
法
、
『
成
業
論
』
の
不
失
陥
な
ど
、
い
ず
れ
も
業
因
夜
回
を
連
絡
す

る
業
相
続
の
当
体
と
考
え
ら
れ
、
業
報
因
果
の
要
請
に
従
っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
徳
慧
の
『
随
相
論
』
は
無
射
法
に
つ
い
て
詳
し

一
〇

く
論
ず
る
。

　
　
（
6
0
）

　
　
若
同
量
部
野
饗
　
生
二
此
善
業
一
年
二
男
失
法
一
倶
生
　
其
不
レ
説
二
有
業
能
事

　
　
一
体
生
即
三
音
　
無
藩
法
不
レ
三
里
二
業
果
鴨
令
レ
不
レ
失
　
無
失
法
非
二
念
念
滅

　
　
法
一
　
是
待
時
滅
法
　
其
有
二
鼻
詰
義
一
待
二
果
生
一
時
其
体
方
謝

益
、
戒
は
善
業
を
生
ず
る
と
共
に
無
失
法
を
生
じ
無
失
法
の
体
が
生
ず
れ
ば
業
は
謝

滅
す
る
。
無
失
法
は
業
果
を
摂
し
て
念
念
に
滅
せ
ず
し
て
果
を
生
じ
已
っ
て
落
謝

す
る
。
従
っ
て
幽
翠
法
は
依
然
と
し
て
残
存
し
生
果
の
功
能
を
有
す
る
と
解
釈
さ

れ
る
。
そ
れ
は
『
般
若
燈
論
』
に
「
業
は
已
に
壊
す
と
錐
ど
も
、
不
失
法
あ
る
に

よ
っ
て
」
の
論
述
に
合
致
す
る
。
そ
し
て
念
念
滅
せ
ず
し
て
果
を
生
じ
已
っ
て
そ

の
体
が
撃
滅
す
る
と
い
う
文
意
は
青
目
の
中
黒
釈
お
よ
び
般
若
燈
論
所
説
の
見
解

に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
徳
慧
の
随
相
論
に
云
う
無
失
法
を
披
閲
す
る
と
中
論

所
説
の
不
二
法
に
内
容
的
一
致
を
見
る
と
こ
ろ
多
く
、
不
失
法
に
影
響
さ
れ
た

と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
も
云
え
よ
う
。
ま
た
『
成
業
論
』
の
不
出
壊
の
性
格
と
も
共

通
性
を
有
す
る
か
ら
三
語
は
同
義
異
語
で
あ
る
と
推
考
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
こ
の
不
失
法
は
先
の
極
論
に
難
懲
さ
れ
る
身
表
業
行

動
説
と
と
も
に
正
順
部
を
対
象
と
せ
し
も
の
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
中
型
に
散

説
さ
れ
る
二
、
三
の
主
張
は
明
ら
か
に
正
胴
部
所
説
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
不
要
壊
は
既
述
の
如
く
有
部
の
無
表
業
に
相
似
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

『
随
相
論
』
は
先
に
無
心
法
の
性
向
を
論
じ
た
後
、
「
薩
婆
多
義
同
」
　
と
し
て
有

部
の
無
表
業
と
同
義
で
あ
る
と
示
す
。
正
量
部
に
あ
っ
て
不
玉
梓
が
如
何
な
る
要

請
を
以
っ
て
現
わ
れ
た
が
疑
義
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
有
部
の
よ
う
に
表
業
所
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（
6
3
）

生
の
色
法
で
は
「
業
は
百
劫
の
長
き
を
経
と
錐
も
、
業
は
失
壊
せ
ず
」
と
云
う
業

論
の
鉄
則
に
従
い
得
な
い
か
ら
か
、
即
ち
命
終
後
消
滅
し
て
報
果
の
働
き
を
失
な

う
と
云
う
欠
陥
を
補
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
分
明
で
な
い
。
し
か
し
恐
ら
く
減

量
部
も
色
法
と
す
る
限
り
野
業
の
不
完
全
さ
を
補
う
も
の
と
し
て
有
部
と
同
じ
よ

う
な
経
過
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
今
か
ら
有
部
署
表
業
と
の
性
格
の
異
同
に
つ
い
て
三
業
の
不
失
壊
、
不

転
壊
の
体
、
性
、
相
続
の
細
部
に
亘
っ
て
論
究
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
第
二
節
身
・
語
・
意
の
不
善
壊

　
早
早
部
の
身
・
語
二
業
の
不
失
認
に
つ
い
て
述
べ
る
唯
一
の
論
書
は
『
成
業

論
』
で
あ
り
他
の
論
書
に
は
言
及
し
な
い
。
成
業
論
は
云
う
。

　
　
（
6
4
）

　
　
善
と
不
善
と
な
る
身
と
語
の
業
に
よ
り
て
、
藏
の
相
続
中
に
心
不
相
応
な
る

　
　
別
法
を
生
起
す
る

強
烈
な
る
善
悪
の
性
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
不
言
壊
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

不
皇
軍
な
る
も
の
は
遠
心
な
る
別
法
の
所
摂
で
あ
る
と
計
量
部
人
は
執
義
す
る
。

身
語
二
業
の
表
業
に
よ
っ
て
不
失
心
を
生
起
す
る
と
云
う
は
有
耳
蝉
表
業
の
生
ず

る
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
言
語
二
業
の
場
合
だ
け
で
意
業
に
は
無

表
戸
を
是
認
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
正
郡
部
は
意
業
に
も
不
魚
島
を
容
認
す
る

よ
う
で
あ
る
。
『
大
乗
成
業
論
』
は
こ
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　
（
6
5
）

　
　
意
業
亦
応
許
レ
有
二
此
法
曽
若
不
繭
妻
壁
下
唇
時
　
此
便
断
滅
　
心
相
続
中

　
　
若
不
二
引
起
一
　
如
是
別
法
云
何
能
得
二
当
来
世
果
一
　
是
故
定
応
許
レ
有
二
野

州
彌
底
部
（
ω
ロ
。
日
ヨ
三
団
国
）
の
業
思
想

　
　
法
一

　
　
　
　
　
（
6
6
）

こ
の
陰
文
は
西
蔵
訳
成
業
論
と
一
致
す
る
。
何
故
意
業
に
不
精
壊
を
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。
そ
れ
は
善
業
が
行
な
わ
れ
て
も
、
次
の
瞬
間
に
悪
心
が
起
っ
て

善
業
の
余
勢
が
断
滅
す
れ
ば
意
義
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
た
善
業
の
果
が
現
成
さ
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
意
業
に
も
不
犯
壊
が
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
。

こ
の
よ
う
な
実
証
方
法
は
有
部
が
無
表
実
有
の
手
証
を
あ
げ
る
さ
い
に
も
用
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

い
論
証
で
あ
る
。
意
業
に
無
工
業
を
説
示
す
る
は
正
脚
部
だ
け
で
な
く
『
成
実
論
』

（
6
8
）

『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
に
も
所
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
量
部
が
有
部
業
説
に

お
け
る
如
き
身
語
の
表
業
に
無
表
を
許
し
乍
ら
意
業
に
無
表
を
認
め
な
い
重
要
な

欠
陥
を
修
正
し
て
一
歩
根
本
仏
教
の
意
業
尊
重
の
精
神
に
近
づ
い
た
こ
と
は
大
い

に
宣
揚
さ
る
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

三
業
（
身
・
語
・
意
）
に
お
け
る
画
嚢
の
う
ち
意
業
を
除
け
ば
半
語
二
業
の
撚

不
失
壊
は
表
業
所
生
の
も
の
で
あ
る
。
身
体
に
表
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。
意
業
は

そ
の
点
外
見
さ
れ
な
い
し
表
示
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
『
随
相
論
』
の
「
戒

心
　
生
二
面
善
業
一
再
二
不
失
法
一
畢
生
」
は
表
業
所
生
の
不
母
法
と
も
取
意
さ
れ

る
し
、
意
業
所
生
の
不
失
法
と
も
思
わ
れ
る
。
持
戒
は
全
て
善
業
で
あ
る
が
持
戒

し
よ
う
と
云
う
意
志
は
意
業
に
属
す
る
（
有
部
の
導
体
の
発
得
に
見
ら
れ
る
提
塘

戒
）
し
、
か
か
る
意
志
を
守
り
日
常
生
活
で
実
際
に
戒
を
守
れ
ば
行
為
と
な
っ
て

現
わ
れ
る
の
だ
か
ら
表
業
所
生
と
云
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
持
戒
よ
り
の
業
に
対
し
て
表
着
所
生
の
不
失
壊
と
し
て
、
囚
9
9
碧
暮
爵
。
、

論
事
は

二



三
彌
底
部
（
ω
9
ヨ
巳
怠
冨
）
の
業
思
想

　
　
（
6
9
）

　
　
受
用
よ
り
な
る
功
徳
は
増
長
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
無
表
実
有
の
引
証
に
含
ま
れ
る
福
業
増
長
に
通
入
す
る
よ
う

で
あ
る
。
受
用
よ
り
な
る
功
徳
は
施
主
が
施
物
を
受
者
に
与
え
、
そ
れ
を
受
者
が

受
用
す
る
と
き
初
め
て
増
長
す
る
。
而
も
施
主
は
施
物
を
与
え
已
っ
て
欲
覚
を
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

し
瞑
覚
を
抱
き
害
覚
を
も
っ
て
も
功
徳
と
な
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
極
端
な
福
業

説
で
あ
る
。
し
か
し
施
主
が
財
物
を
与
え
、
そ
れ
が
受
用
さ
れ
る
と
云
う
表
出
の

結
果
生
じ
た
不
信
壊
に
変
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
も
し
、
施
し
た
く
な
い
の
に
施
し
、

施
し
た
後
に
貧
、
瞑
、
瘍
の
情
念
を
生
じ
て
も
福
業
（
功
徳
）
が
増
長
す
る
と
云

う
な
ら
善
悪
の
意
志
は
全
く
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
意
業
尊
重
の
傾
向
を
再
考

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
有
部
は
有
依
、
無
依
の
七
福
事
業
を
成

就
す
れ
ば
福
業
は
増
長
す
る
と
伝
え
る
。
経
部
に
あ
っ
て
は
正
々
部
の
如
く
、
身

語
二
業
の
行
為
の
上
に
福
業
を
論
じ
な
い
で
善
悪
の
意
思
に
よ
っ
て
施
さ
れ
る
思

の
遅
場
を
問
題
と
す
る
。

　
正
量
部
の
不
失
壊
は
如
何
様
に
し
て
生
起
す
る
か
、
今
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ

で
は
表
業
に
よ
る
所
生
と
意
業
所
生
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
注
目
さ
れ
る
の
は
定

中
所
生
、
即
ち
禅
定
時
に
お
け
る
不
失
壊
の
生
起
で
あ
る
。
『
三
弥
底
部
論
』
は

　
　
（
7
2
）

　
　
戒
場
黒
歯
籍
レ
此
　
善
業
上
生

と
述
す
る
。
戒
や
定
に
よ
っ
て
心
に
黒
じ
ら
れ
そ
の
結
果
生
じ
た
善
業
に
よ
り
上

生
す
る
と
云
う
。
こ
の
文
意
か
ら
す
れ
ば
不
失
壊
な
る
語
は
な
く
と
も
善
業
に
托

し
て
耳
垂
壊
な
る
義
が
窺
わ
れ
、
戒
、
定
に
よ
っ
て
不
早
早
が
生
起
し
た
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
殊
に
上
生
す
る
因
と
考
え
ら
れ
る
の
は
補
特
伽
羅
に

＝
一

附
随
す
る
不
失
壊
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
説

示
す
の
は
こ
の
一
ケ
所
の
み
で
あ
る
。
而
も
『
三
弥
底
部
論
』
に
は
何
ら
焼
失
壊

に
つ
い
て
論
じ
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
解
は
あ
く
ま
で
推
定
の
域
を
出
な
い
。

　
　
　
第
三
節
　
不
失
壊
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

　
不
語
壊
が
そ
の
体
を
「
心
不
相
応
な
る
別
法
」
と
す
る
は
成
業
論
所
説
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
『
成
唯
識
論
述
記
』
は
こ
の
不
相
応
別
法
を
「
得
」
と
呼
ぶ
よ
う

で
あ
る
。

　
　
有
余
部
執
不
失
増
長
　
為
二
不
相
応
一
　
是
得
異
名

得
は
倶
舎
七
十
五
睡
中
、
不
相
応
行
法
に
摂
せ
ら
れ
、
業
因
業
果
の
間
隙
を
う
め

る
働
き
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
得
と
呼
ば
れ
る
不
相
応
法
は
正
量
部

の
不
失
（
壊
）
ま
た
は
大
衆
部
の
増
長
と
同
じ
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
身
・
語
・
意
の
三
業
に
そ
れ
ぞ
れ
不
失
壊
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
心
不
相

応
な
る
別
法
は
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
意
志
、
行
為
を
通
し
て
積
集
さ
れ
る
。
そ

し
て
後
世
に
善
因
球
果
、
悪
因
苦
果
の
道
理
に
従
い
影
響
作
用
す
る
潜
勢
力
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
心
不
相
応
単
な
る
別
法
を
立
て
る
は
『
成
実
論
』

に
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
経
部
の
如
く
思
の
転
所
に
種

子
を
認
め
る
立
場
と
は
異
な
る
。
正
量
部
の
心
不
相
応
な
る
別
法
に
対
し
て
、
有

部
の
無
舞
々
は
法
耳
蝉
摂
な
る
別
法
と
し
て
無
表
色
を
考
え
る
。
夏
着
引
色
な
る

無
表
色
は
五
根
五
境
と
と
も
に
色
法
に
内
包
さ
れ
る
が
純
然
た
る
物
質
で
な
く
業

相
続
を
可
能
な
ら
し
め
る
特
殊
な
色
法
で
あ
る
。
し
か
し
色
法
に
は
変
わ
り
な
い
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か
ら
無
薄
色
は
命
終
と
と
も
に
消
滅
す
る
。
そ
の
点
正
量
部
の
心
不
相
応
な
る
別

法
は
色
法
で
あ
る
か
否
か
も
分
明
で
な
い
薫
る
物
で
あ
る
か
ら
心
不
相
応
別
法
は

命
終
後
消
滅
す
る
か
存
続
す
る
か
不
明
瞭
で
あ
り
有
部
の
よ
う
な
無
忍
業
の
性
格

転
換
の
必
要
性
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
不
洋
学
の
体
に
つ
い
て
も
有
部
無
興
業
の
無
表
色
に
較
べ
る
と
物
質
と
見

な
い
だ
け
現
実
的
で
業
相
続
の
当
体
と
し
て
は
常
識
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
第
四
節
　
挙
上
壊
の
相
続
と
性

　
不
失
壊
の
性
に
つ
い
て
語
る
唯
一
の
論
拠
は
『
中
論
』
釈
観
業
品
の
偶
で
あ

る
。
「
不
失
法
は
券
の
如
く
、
業
は
負
財
物
の
如
し
」
の
後
に
「
而
し
て
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

無
記
性
な
り
」
と
云
う
。
そ
し
て
、
不
失
望
は
分
別
し
て
四
種
で
あ
る
と
な
す
。

し
か
る
に
『
成
業
論
』
は
た
だ
「
愛
ま
た
は
単
三
な
る
果
を
現
成
す
る
因
が
不
失

壊
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
性
に
つ
い
て
記
せ
な
い
。
『
般
若
燈
論
』
は
こ
の
無
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

性
の
不
失
壊
が
更
に
無
覆
無
記
で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
善
と
不
善
と
な
る
身
と
語

の
業
よ
り
生
じ
た
」
不
黒
髪
が
無
記
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無
記
な
る
別
法
が
生
果

の
作
用
を
果
し
う
る
か
、
ま
た
善
悪
の
強
烈
な
る
性
よ
り
引
起
さ
れ
た
不
失
壊
が

果
し
て
無
記
性
で
あ
り
う
る
か
な
ど
の
疑
義
を
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
無
記
な
る

不
愚
蒙
の
性
は
有
三
無
表
業
の
有
記
性
と
大
い
に
異
な
る
。
し
か
る
に
同
じ
中
論

　
　
　
（
7
6
）

偶
に
「
有
漏
無
漏
等
　
差
別
量
器
レ
知
」
と
。
更
に
西
蔵
訳
、
U
げ
〒
目
9
誹
ω
㌣

げ
田
面
ゲ
σ
q
話
〒
℃
9
ひ
Φ
ω
己
9
ω
σ
q
目
。
㌣
日
四
、
根
本
中
観
註
般
若
燈
は
前
偶
を
釈
し

て
「
彼
（
不
失
）
も
二
種
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
漏
と
有
漏
の

三
彌
底
部
（
ω
O
日
ヨ
三
団
9
）
の
業
思
想

業
の
差
別
に
よ
り
て
あ
る
」
と
不
失
法
に
も
有
漏
な
る
不
失
壊
が
あ
る
と
云
う
よ

う
で
あ
る
。
業
に
有
漏
と
無
漏
の
差
別
が
あ
る
よ
う
に
不
失
壊
に
も
か
か
る
種
類

が
あ
っ
て
、
そ
れ
故
　
根
本
中
観
註
般
若
燈
は
引
き
つ
づ
い
て
「
こ
の
よ
う
に
不

失
法
が
あ
る
と
き
、
種
々
の
有
情
の
業
か
ら
生
起
し
た
趣
と
種
姓
と
身
と
処
と
異

時
の
身
と
根
と
鱗
形
」
な
ど
が
現
前
に
成
立
す
る
と
云
う
。
不
蝉
茸
に
よ
っ
て
輪

廻
転
生
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
当
然
有
記
性
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
能
起
の
表
業
と
所
起
の
無
表
業
は
内
と
外
の
差
別
こ

そ
あ
れ
、
性
質
（
色
、
無
色
、
善
、
不
善
等
）
は
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

す
る
学
者
も
い
る
ほ
ど
で
正
量
部
の
よ
う
に
表
業
が
有
記
、
不
失
壊
は
無
記
と
な

る
と
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
不
都
合
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
三
弥
底
部
論
』

は
上
巻
の
冒
頭
か
ら
奏
上
伽
羅
が
死
せ
ん
と
す
る
と
き
無
記
心
を
成
じ
て
善
悪
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6

記
の
脂
性
業
に
よ
っ
て
善
道
、
悪
道
に
赴
く
の
で
あ
る
と
説
く
。
不
失
壊
が
業
力
　
　
1

と
な
っ
て
声
道
に
赴
く
と
は
云
わ
な
く
と
も
同
じ
正
量
部
所
説
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
意
味
も
窺
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
業
の
相
続
を
尋
ね
る
場
合
ど
う
し
て
も
重
視
さ
れ
る
の
は
上
書
壊
の

性
と
相
続
の
体
で
あ
る
。
正
量
部
に
あ
っ
て
不
失
壊
の
体
は
心
心
所
法
で
な
い
あ

る
種
の
法
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
述
し
た
。
ま
た
、
そ
の
性
は
『
言
論
』
に

よ
る
と
無
記
性
と
も
伝
え
有
漏
無
漏
二
種
の
不
失
壊
が
あ
る
よ
う
に
も
云
う
。

　
不
失
壊
の
相
続
に
つ
い
て
『
三
論
』
釈
観
業
品
の
偶
は
次
の
如
く
云
う
。

　
　
（
7
8
）

　
　
現
世
受
二
果
報
一
　
或
生
受
レ
報
已
　
骨
面
猶
故
レ
在
若
度
レ
果
已
滅
若
死

　
　
已
而
滅

一
三



三
彌
底
部
（
ω
鋤
ヨ
ヨ
ー
ユ
鴇
O
）
の
業
思
想

即
ち
、
官
爵
壊
は
現
生
の
異
熟
因
と
し
て
与
果
の
功
能
を
有
す
る
が
果
報
を
与
え

終
っ
て
も
落
謝
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
、
不
失
壊
は
種
々
の
業
よ
り
起
っ
て
よ
く

衆
生
を
し
て
報
を
受
け
し
め
趣
生
を
受
け
、
色
を
受
け
形
を
受
け
る
な
ど
の
差
別

を
与
え
已
っ
て
滅
す
る
と
な
す
。
従
っ
て
不
黒
馬
は
度
果
し
重
る
ま
で
、
ま
た
命

終
ま
で
相
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
同
じ
不
失
壊
が
過
現
未
の
三
世
に
亘
っ

て
流
転
す
る
の
で
な
く
、
今
生
の
不
豊
里
は
報
を
受
け
趣
を
受
け
て
消
滅
し
次
生

の
不
失
壊
な
る
当
体
に
継
受
さ
れ
そ
こ
に
質
的
変
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
（
7
9
）

事
実
『
書
論
』
は
、
「
分
別
し
て
四
種
あ
り
」
と
し
て
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
、
及

び
無
漏
界
の
四
界
に
そ
れ
ぞ
れ
不
失
壊
を
認
め
る
、
と
こ
ろ
で
不
失
壊
は
命
終
又

は
度
果
ま
で
必
ず
存
続
す
る
か
と
云
う
に
そ
う
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即

ち
修
道
に
よ
っ
て
も
断
ぜ
ら
れ
る
と
な
す
。
こ
の
修
道
所
断
は
、
国
9
爵
9
1
＜
半
纏
信
、

　
　
　
　
（
8
0
）

論
陣
の
「
次
第
現
観
」
の
思
想
に
関
製
す
る
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
煩
悩
と
業
は
同

一
視
さ
る
べ
き
で
な
い
が
、
忘
失
壊
は
欲
界
か
ら
色
界
、
現
生
か
ら
未
生
へ
転
至

す
る
時
、
捨
堕
さ
れ
る
が
生
果
し
已
っ
て
で
あ
る
か
ら
謝
滅
す
る
と
錐
ど
も
欲
界

の
不
失
壊
の
業
作
用
は
色
界
の
不
失
壊
な
る
当
体
に
引
受
さ
れ
る
。
少
く
と
も
正

量
部
は
不
失
壊
の
相
続
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
A

な
る
趣
生
に
は
A
な
る
不
失
壊
が
相
続
一
貫
し
て
そ
の
生
の
業
を
積
濾
し
B
な
る

次
の
不
失
壊
に
度
果
し
て
滅
す
。
命
終
に
よ
る
滅
の
場
合
は
現
生
に
お
い
て
果
を

受
け
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
受
果
し
て
、
さ
ら
に
不
識
壊
は
存
続
し
命
終
と
と
も
に

消
滅
す
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
現
世
に
お
い
て
果
報
を
生
じ

な
い
不
失
壊
も
命
終
と
と
も
に
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
果
を
受
け
て
後
、
猶

一
四

不
発
壊
が
存
続
す
る
と
云
う
こ
と
も
不
自
然
で
あ
り
、
現
世
で
果
を
与
え
た
不
失

壊
が
更
に
度
果
の
作
用
、
即
ち
単
果
を
果
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
一
因
二
果

に
堕
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
言
う
な
ら
ば
A
な
る
趣
生
の
聴
罪
壊
が
B
の
趣
生

の
不
失
壊
に
度
果
し
て
謝
滅
す
る
と
言
う
の
も
熟
考
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
作
用
の

転
化
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
A
と
B
の
間
に
は
断
滅
が
あ
り
A
と
B
の
不
失

壊
は
同
一
体
で
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
正
軍
部
は
そ
の
よ
う
な
批

難
を
背
に
し
て
不
失
壊
と
業
の
関
係
こ
そ
不
常
不
断
で
あ
る
と
『
持
論
』
に
云
う
。

　
　
（
8
1
）

　
　
雌
レ
空
亦
不
レ
断
　
雌
レ
有
亦
而
不
レ
常
　
業
果
報
不
失
　
是
名
二
仏
所
説
物

業
が
不
断
で
あ
る
の
は
不
失
壊
が
あ
る
か
ら
で
不
常
即
ち
滅
と
言
う
の
は
壊
す
る

が
故
で
あ
り
従
っ
て
業
と
不
玉
食
は
不
常
に
し
て
不
断
で
あ
る
と
い
う
。
正
量
部

が
不
失
壊
の
不
断
な
る
こ
と
を
説
示
す
る
意
趣
は
四
界
に
亘
り
四
種
の
不
失
壊
あ

る
も
不
眠
粗
な
る
義
に
於
い
て
同
じ
で
あ
る
か
ら
三
世
四
界
に
恒
存
的
主
体
た
る

不
失
壊
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
が
不
断
の
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
欲
界
か
ら
色

界
、
色
界
か
ら
無
色
界
へ
業
果
を
与
え
、
業
と
し
て
の
不
失
壊
は
落
謝
・
断
滅
す

る
か
ら
不
常
と
も
さ
れ
る
。

　
　
　
第
五
節
　
不
失
壊
と
界
報
識

　
世
親
の
『
深
大
乗
号
釈
』
（
真
諦
訳
）
に
従
え
ば
根
本
識
と
窮
生
死
蕪
の
次
に
、

　
　
（
8
2
）

　
　
正
量
部
立
レ
名
　
果
報
識
　
上
座
部
立
名
有
望
識

と
記
し
て
果
報
識
を
挙
げ
る
。
こ
の
果
報
識
の
説
述
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
背

景
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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凡
そ
、
仏
教
に
お
い
て
輪
廻
転
生
を
語
る
場
合
、
業
力
に
主
体
を
置
い
て
流
転

を
語
る
場
合
と
識
に
中
心
を
置
い
て
輪
廻
を
展
開
す
る
立
場
の
二
つ
の
潮
流
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
い
因
縁
仮
和
合
な
る
五
蕪
を
滅
し
新
し
い
五
瓶
を
組

織
形
成
す
る
力
が
業
で
あ
る
と
す
る
業
相
続
説
、
別
名
主
業
説
と
心
的
な
る
存
在

の
永
遠
不
滅
を
認
め
識
量
に
転
生
の
主
体
を
見
よ
う
と
す
る
恒
存
的
心
識
説
、
一

名
、
主
識
説
と
よ
ば
れ
る
も
の
と
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
南
方
仏
教
、
後
者
は
北

方
仏
教
に
一
貫
す
る
思
想
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
を
正
語
部
の
不
失

壊
と
果
報
識
に
充
当
さ
せ
る
な
ら
不
遇
壊
は
主
業
説
、
果
報
識
は
主
識
説
の
両
範

疇
に
帰
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
正
量
部
説
は
凶
・
北
両
仏
教
の
折
衷
説
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

る
で
は
な
い
か
と
問
わ
れ
よ
う
が
正
量
部
の
盛
衰
し
た
地
理
的
関
係
か
ら
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

う
な
こ
と
が
云
え
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
思
想
的
に
も
又
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
業
に
よ
る
輪
廻
転
生
を
説
く
も
の
に
正
帽
部
の
不
遜
壊
を
は
じ
め
、
有
部

無
表
業
、
大
衆
部
の
増
長
（
こ
の
三
は
既
に
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
）
、
経
量
部
の
種
子
説
（
こ
れ
に
つ
い
て
も
順
正
理
論
等
が
不
失
と
同
内
容

に
取
り
扱
う
こ
と
を
見
た
）
な
ど
が
包
摂
さ
れ
る
。
一
方
磁
器
説
に
属
す
る
も
の

と
し
て
は
設
仮
部
、
上
座
部
の
等
分
識
、
化
地
部
の
窮
生
死
薙
、
経
量
部
の
細
之

識
、
大
衆
部
の
根
本
識
（
経
量
部
の
細
之
識
を
除
い
て
『
摂
大
乗
論
』
に
出
る
）

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
主
管
説
は
後
世
、
唯
識
の
種
子
生
現
行
・
現
行
薫
種
子

た
る
阿
頼
耶
識
説
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

　
正
量
部
が
不
失
壊
を
考
え
た
こ
と
は
上
述
の
論
究
で
明
ら
か
で
あ
る
が
果
報
識

三
彌
底
部
（
ω
舶
昌
P
ヨ
一
け
帥
矯
9
）
の
業
思
想

に
つ
い
て
は
摂
大
乗
論
に
出
る
の
み
で
他
に
詳
し
い
内
容
を
知
る
資
料
が
見
当
ら

な
い
。
し
か
し
、
果
報
識
が
果
報
を
与
え
る
特
殊
な
識
と
考
え
ら
れ
種
子
に
類
似

性
を
有
つ
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
一
切
業
を
果
報
識
に
摂
し
転
至
す
る
と
理

解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
部
に
お
い
て
無
表
業
が
業
の
余
勢
に
よ
る
生
果
の
功

能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
．
要
嗣
さ
れ
乍
ら
、
そ
の
本
義
を
失
な
っ
て
過
去
の
業
が

実
有
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
野
村
は
成
立
す
る
と
し
て
無
表
業
が
一
種
の
習
慣

性
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
実
情
に
反
し
、
f
量
部
は
不
岩
窟
と
と
も
に
識
体
と

し
て
果
報
識
を
与
え
不
弁
壊
の
欠
陥
を
補
修
し
て
種
子
説
に
接
近
し
た
と
想
像
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
第
六
節
　
業
道
と
掛
湯
伽
羅

栄
道
な
る
語
は
『
三
弥
底
部
論
」
上
巻
に
見
え
る
・
即
ち
　
　
　
　
伽

　
　
（
8
5
）

　
　
若
御
若
悶
若
無
心
死
　
行
制
言
言
二
業
道
一

そ
し
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
云
う
。

　
　
（
8
6
）

　
　
是
人
先
言
下
輩
悪
道
口
語
二
死
時
一
管
内
善
悪
一
業
面
向
二
其
ム

　
正
量
部
唯
一
の
論
書
「
三
弥
底
部
論
』
は
論
評
に
「
有
業
記
心
の
惑
業
は
悪
道

に
往
き
、
無
惑
記
心
の
覇
業
は
善
道
に
往
き
（
中
略
）
無
記
心
を
以
っ
て
無
記
業

を
起
す
」
と
詳
し
く
論
述
す
る
。

　
こ
こ
に
云
う
業
道
は
善
道
、
悪
道
、
す
な
わ
ち
次
の
洋
生
に
赴
く
補
特
伽
羅
の

往
く
善
、
不
善
な
る
道
で
あ
る
。
そ
れ
は
善
業
、
不
善
業
に
よ
っ
て
生
ず
る
善
と

不
善
の
道
で
あ
る
。
従
っ
て
有
部
の
如
き
「
意
業
の
道
」
身
語
を
等
起
せ
し
め
る

一
五



三
彌
底
部
（
の
O
b
P
ヨ
一
け
一
団
9
）
の
業
思
想

思
が
殺
生
等
の
身
語
業
を
所
依
と
し
て
転
ず
る
意
味
の
業
道
で
は
な
い
。
し
か
し

思
が
論
語
業
を
道
と
し
て
表
示
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
殺
生
等
で
あ
れ
ば
悪
道
へ

向
う
道
、
す
な
わ
ち
悪
業
道
に
な
り
、
持
戒
な
ど
で
あ
れ
ば
善
業
道
に
通
ず
る
か

ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
当
量
部
の
野
道
も
善
趣
、
悪
趣
に
至
る
道
と
し
て
不
備

幼
稚
で
は
あ
る
が
意
義
あ
る
と
云
え
よ
う
。
と
く
に
補
特
伽
羅
を
論
ず
る
上
で
善

・
不
善
の
業
道
が
『
三
弥
底
部
論
」
の
膀
頭
の
総
説
で
さ
か
ん
に
説
示
さ
れ
る
と

云
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
勿
論
そ
こ
に
十
善
、
夏
鳥
善
業
を
身
語
意
の
三
業

に
配
し
て
舗
道
を
論
述
す
る
が
如
き
有
部
の
よ
う
な
精
緻
な
業
道
の
展
開
は
全
く

所
見
さ
れ
な
い
。

　
正
量
部
の
我
論
で
最
も
特
色
と
さ
れ
る
の
は
蟹
草
伽
羅
に
よ
る
諸
等
の
主
張
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
人
、
即
ち
補
特
伽
羅
と
業
道
の
連
関
を
明
確
に
語
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
補
特
伽
羅
は
正
業
部
の
み
説
述
す
る
も
の
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
8
7
）

『
大
乗
法
川
里
手
落
」
は
積
子
部
、
正
量
部
、
密
林
山
部
、
賢
守
部
、
法
上
部
の

五
部
宗
が
補
特
伽
羅
を
主
張
す
る
と
伝
え
る
。
黒
子
部
を
除
い
て
余
の
四
部
は
憤

子
部
よ
り
分
派
し
た
も
の
で
親
子
関
係
に
あ
る
の
で
積
子
部
の
教
系
に
左
右
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
積
子
部
が
長
篇
伽
羅
輪
廻
説
を
な
せ
る
は
『
婆
民
芸
』
、

（
8
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

『
異
部
宗
論
論
』
、
『
大
智
度
論
』
等
多
く
の
論
典
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た

南
伝
．
囚
p
爵
碧
9
爵
。
”
論
著
も
雲
量
部
と
と
も
に
補
特
伽
羅
説
を
冒
頭
か
ら
破
写

し
て
い
る
。
今
こ
こ
に
激
論
所
説
の
補
特
伽
羅
論
を
見
齢
す
る
に
取
と
取
者
の
関

係
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
（
9
1
）

　
　
年
取
者
無
レ
体
　
眼
等
不
レ
可
レ
得
　
如
是
故
障
レ
知
　
先
有
レ
此
住
レ
体

一
六

こ
の
中
論
偶
は
若
し
取
者
（
仮
名
人
、
補
特
伽
羅
）
が
無
体
な
ら
眼
等
は
境
を
見

る
こ
と
不
可
得
で
あ
ろ
う
と
云
う
例
証
を
も
っ
て
補
特
伽
羅
の
実
有
を
説
こ
う
と

す
る
。
清
弁
の
般
若
燈
論
で
は
取
者
が
先
に
在
っ
て
住
し
、
而
る
後
、
取
が
混
ぜ

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
取
及
取
者
倶
成
」
と
な
す
。
こ
の
取
と
取
者
の
関
係
は
作
者

と
作
業
を
説
く
『
中
耕
』
観
作
者
業
品
に
連
関
す
る
。
作
者
が
あ
っ
て
作
業
が
あ

り
、
作
者
な
く
ば
作
業
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
取
者
と
取
の
釈
義
に
等
し
い
。

（
9
2
）

そ
れ
は
補
特
伽
羅
が
眼
耳
鼻
古
身
の
諸
根
や
受
等
の
記
法
よ
り
先
に
あ
り
補
考
伽

羅
な
る
取
者
あ
っ
て
、
初
め
て
取
が
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
補
特
伽
羅
な
る
取
者

が
先
住
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
五
根
の
識
作
用
は
不
可
能
で
あ
る
と
。
『
中
型
』

　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

の
輩
出
部
所
説
（
一
説
に
正
量
部
）
の
補
特
伽
羅
実
有
の
論
証
は
主
に
認
識
論
の
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
か
ら
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
舞
子
部
ま
た
は
正
量
部
が
『
中
吊
』
に
お

い
て
前
述
の
不
失
壊
、
身
表
行
動
の
思
想
と
と
も
に
取
扱
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
正
劇
、
諸
子
両
部
の
教
義
を
研
究
す
る
上
で
中
書
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
貴

重
な
資
料
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
『
中
蓋
』
で
は
認
識
の
主
体
と
い
う
面
か
ら
補
特
伽
羅
の
実
有
が
証
さ
れ

る
が
『
婆
心
論
』
は
認
識
と
記
憶
の
側
か
ら
『
倶
舎
論
』
は
記
憶
と
輪
廻
転
生
の

主
体
と
し
て
、
夫
々
補
特
伽
羅
を
要
請
す
る
。
で
は
『
三
弥
底
部
論
』
で
は
ど
う

か
と
い
う
に
、
輪
廻
の
主
体
と
し
て
こ
れ
を
考
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。
仮
名
人
た

る
補
習
伽
羅
が
許
さ
れ
な
い
な
ら
ば
濫
掘
も
功
業
も
正
解
も
禅
行
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
処
々
に
生
を
受
く
る
も
論
じ
ら
れ
な
い
と
そ
の
実
証
に
努
め
る
。
そ

の
よ
う
に
補
特
伽
羅
な
る
主
体
は
一
切
の
造
善
造
出
の
業
（
不
失
壊
も
含
ま
れ
る
）



を
抱
摂
し
死
有
か
ら
中
有
に
転
離
す
る
。
正
懸
樋
の
中
有
説
は
補
特
伽
羅
よ
り
の

必
然
的
帰
結
で
あ
っ
て
輪
廻
の
相
器
を
生
物
学
的
に
証
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
で
は
補
特
伽
羅
に
よ
る
輪
廻
説
を
一
層
強
固
な
ら
し
あ
る
地
盤
を
与
え
ん
と
す

る
意
図
を
中
有
は
有
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
現
在
世
の
諸
手
を
依
止
し
た
補

特
伽
羅
は
中
有
を
渡
橋
的
媒
介
体
と
し
て
三
世
流
転
を
続
け
る
と
思
わ
れ
る
。

『
三
弥
底
部
論
』
は
そ
れ
を
次
の
如
く
云
う
。

　
　
（
9
4
）

　
　
若
無
二
中
間
有
一
　
不
レ
成
一
一
転
変
一

と
こ
ろ
で
補
特
伽
羅
は
取
者
で
あ
り
作
業
者
で
あ
っ
て
も
業
で
は
な
い
。
し
か
し

作
者
の
善
悪
行
為
に
よ
っ
て
善
悪
業
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
善
悪
業
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
補
特
伽
羅
は
三
世
恒
存
の
流
転
を
続
け
る
の
で
あ
る
か
ら
不
即

不
離
で
あ
る
。
業
と
補
特
伽
羅
の
密
接
不
離
な
関
係
か
ら
推
し
て
善
・
不
善
の
業

（
身
語
意
三
業
）
に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
た
不
失
壊
は
非
即
非
離
苦
な
る
我
に
吸
収
さ

れ
果
を
成
就
し
て
滅
す
る
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
補
特
伽
羅
と
不
失
壊
の
相
関

関
係
に
つ
い
て
は
何
ら
資
料
は
伝
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
『
中
心
』
に
云
う

如
く
不
厳
器
が
不
断
で
あ
る
な
ら
補
特
伽
羅
と
共
に
併
存
し
て
三
界
流
転
極
ま
り

な
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
し
色
界
か
ら
無
色
界
へ
与
果
し
て

不
全
壊
が
滅
す
る
と
さ
れ
る
な
ら
、
そ
こ
に
断
滅
が
あ
る
か
ら
実
質
的
な
与
果
は

不
可
能
と
な
り
、
豆
蒔
伽
羅
な
る
有
我
論
的
主
体
が
独
力
で
相
続
す
る
結
果
と
な

る
。
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
補
特
伽
羅
は
恒
存
の
内
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
柔
力
を

失
し
て
い
る
か
ら
、
か
よ
う
な
主
張
は
理
不
相
応
で
あ
る
と
云
え
る
。
そ
こ
で
補

特
伽
羅
転
生
の
如
何
は
全
て
業
の
余
勢
た
る
不
失
壊
の
性
格
に
重
捲
さ
れ
て
い
る

三
彌
底
部
（
ω
9
日
ヨ
三
鴇
9
）
の
業
思
想

と
云
え
よ
う
。
何
故
か
、
補
特
伽
羅
は
無
我
に
お
け
る
輪
廻
の
主
体
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
な
く
し
て
業
な
く
業
の
果
報
な
く
生
死
無
し
と
さ
れ
る
。
補
語
伽
羅
は
自
性

と
し
て
玉
作
性
で
あ
り
え
な
い
。
従
っ
て
た
ん
に
非
即
言
離
薙
の
我
な
る
主
体
と

さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
能
作
性
を
附
与
す
る
は
業
力
で
あ
る
。
業
力
が
補
特
伽
羅

の
生
死
を
決
近
し
、
次
の
趣
生
を
予
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
精
神
が

肉
体
を
．
息
の
ま
ま
に
躯
使
す
る
に
似
て
い
る
と
思
う
。

結

章

　
正
．
．
部
が
辞
書
伽
羅
な
る
統
一
的
主
体
を
説
い
て
有
我
論
的
思
想
を
濃
厚
に
し

た
こ
と
は
『
三
弥
底
部
論
』
を
初
め
、
滋
強
の
一
致
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

う
な
傾
向
は
正
量
部
の
み
で
な
く
他
の
部
派
に
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
。
我
に
対
　
　
1

す
る
実
体
的
、
又
は
業
に
対
す
る
外
形
的
把
握
は
部
派
仏
教
の
一
大
特
色
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
凡
そ
業
に
よ
る
輪
廻
思
想
が
仏
教
教
説
に
導
入
さ
れ
た
理
由
は
仏
陀
の
根
本
教

説
で
あ
る
無
我
説
に
順
じ
な
が
ら
有
情
の
転
生
を
説
示
し
よ
う
と
す
る
世
俗
的
欲

求
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
原
始
仏
教
を
経
緯
し
て
部
派
仏
教
に
至
る
と

教
学
研
究
に
対
す
る
進
歩
に
と
も
な
っ
て
従
来
の
教
義
に
対
す
る
分
析
的
、
対
象

的
思
惟
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
業
論
も
そ
の
域
か
ら
脱
し
得
な
か
っ

た
。
有
情
論
で
は
五
練
が
精
神
と
物
質
の
対
立
的
世
界
の
結
合
と
考
え
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
う
で
あ
れ
ば
肉
体
が
滅
す
れ
ば
精
神
も
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

一
七



三
彌
底
部
（
ω
鋤
営
P
日
一
江
《
四
）
の
業
思
想

で
は
余
道
に
生
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
業
因
業
果
を
連
絡
す
る
何
か
が
あ
る
筈

で
あ
る
。
一
味
薙
や
窮
生
死
羅
や
補
特
伽
羅
は
業
と
三
世
に
亘
る
統
一
的
主
体

と
し
て
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
捻
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
仏
陀
は
実
我
を
排
し
た
か

ら
「
我
」
な
る
表
現
は
い
つ
れ
の
部
派
も
極
力
さ
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
形
而

上
学
的
問
題
に
対
す
る
分
析
的
態
度
は
抽
象
的
概
念
の
実
体
化
、
個
形
化
の
方
向

に
向
う
。
そ
の
著
し
い
例
証
が
身
語
意
三
業
の
体
に
見
ら
れ
る
物
質
的
、
外
形
的
、

実
体
的
把
握
で
あ
る
。
有
部
は
そ
の
傾
向
に
陥
っ
た
典
型
で
あ
る
が
、
正
論
部
の

話
説
と
云
え
ど
も
、
そ
の
範
疇
を
出
る
も
の
で
な
い
。
身
表
業
を
行
動
に
求
め
、

語
表
業
を
音
声
（
有
部
よ
り
多
少
常
識
的
と
云
え
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
が
）
と

し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
色
法
な
り
と
云
う
。
ま
た
否
々
壊
が
無
耳
鎖
に
相
当
す

る
も
の
と
し
て
説
述
さ
れ
る
な
ど
は
有
立
業
説
の
同
一
三
内
に
あ
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
概
念
的
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
云
え
て
も
、
具
体
的
個
々
の
内

容
に
な
る
と
正
量
部
特
有
の
色
調
を
備
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
意
業
に

不
失
壊
を
開
い
て
動
機
論
者
で
あ
る
仏
陀
の
本
懐
に
沿
い
え
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
論
究
の
進
究
に
従
っ
て
語
表
業
の
体
を
音
声
と
な
す
。
不
失

壊
の
体
を
無
記
性
と
な
す
。
そ
の
種
類
に
四
種
を
数
え
る
（
し
か
し
｝
方
に
有
漏

の
不
失
壊
も
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
。
不
失
壊
は
命
終
と
度
果
に
よ
っ
て
謝

滅
す
る
。
ま
「
た
不
失
壊
は
修
道
所
断
で
あ
る
。
従
っ
て
命
終
、
度
果
ま
で
相
続
す

る
。
な
ど
従
来
、
え
て
し
て
不
明
朗
で
あ
っ
た
諸
点
が
本
稿
で
少
し
で
も
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
更
に
、
正
午
部
の
業
説
を
論
究
す
る
上
で
『
中
論
』
が

貴
重
な
存
在
と
し
て
今
後
討
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
柳
か
分
明

一
八

と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
正
項
部
業
説
を
論
究
し
て
正
量
襟
脚
説
が
有
部
や
経
量
部
の
業
説
に
比
較
し
て

論
理
的
究
明
に
欠
け
、
か
つ
不
徹
底
で
あ
り
、
浅
薄
な
こ
と
も
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。
身
語
業
の
体
で
あ
る
色
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
善
、
不
善
の
性
を
有
し
異
下

車
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
充
分
な
考
究
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
業
道
面
に
し
て

も
善
悪
に
よ
る
笹
野
に
赴
く
た
め
の
業
道
で
あ
り
身
口
意
三
業
の
上
で
は
論
じ
ら

れ
な
い
。
そ
の
他
、
不
失
意
と
補
色
伽
羅
の
相
依
関
係
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
壮
言
部
業
説
と
云
え
ど
論
理
的
過
程
を
通
じ
て
の

組
織
的
解
明
は
現
存
の
資
料
を
た
よ
り
と
し
て
は
困
難
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ

と
に
正
影
堂
所
属
所
伝
の
論
書
が
『
三
弥
底
部
論
』
を
除
い
て
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
　
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

論
』
、
『
正
法
念
処
経
』
な
ど
な
お
決
定
し
難
い
現
状
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も

仙
の
経
論
に
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
『
中
論
』
の
占
め
る
地
位

は
大
き
い
と
云
え
よ
う
。

〔
註
〕（
1
）
　
『
大
唐
西
域
記
」
一
二
（
大
正
五
一
・
九
四
六
・
c
）

（
2
）
　
コ
ニ
輪
玄
義
頭
竈
」
二
仏
教
大
系
本
「
三
輪
玄
義
」
五
三
七
頁
。
　
『
月
刊
宗
至
論

　
　
述
記
章
靭
」
中
・
六
丁
。

（
3
）
　
『
大
智
度
論
」
　
（
大
正
二
五
・
七
〇
・
a
）

（
4
）
　
『
法
華
玄
賛
」
　
（
大
正
三
四
・
六
五
七
・
a
）

（
5
）
　
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
」
　
（
大
正
二
八
・
五
二
五
・
b
）

（
6
）
　
『
自
衛
玄
義
頭
書
」
仏
教
大
系
本
「
三
論
玄
義
」
二
五
二
頁
。
三
論
玄
義
本
書
は

　
　
犠
子
部
よ
り
正
製
造
な
ど
の
四
部
が
出
離
す
る
際
に
、
舎
利
弗
阿
毘
古
論
の
義
が
た



　
　
ら
な
い
の
で
「
経
中
の
義
を
足
し
た
と
こ
ろ
、
睡
蓮
が
異
な
り
四
部
が
分
出
し
た
」

　
　
と
す
る
（
大
正
四
五
・
九
・
c
）
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
論
論
は
「
一
類
に
対
す
る
執

　
　
義
が
同
じ
で
な
い
か
ら
分
裂
し
た
」
と
す
る
（
大
正
四
九
・
一
六
・
c
）
。
宗
輪
論

　
　
述
記
発
奮
は
、
　
こ
の
頬
は
か
っ
て
「
積
子
部
の
請
せ
し
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
そ
こ
で
こ
の
一
難
は
舎
利
弗
阿
字
曇
論
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
三
論
玄
義
の
分

　
　
派
事
情
と
宗
輪
論
の
四
部
早
出
の
理
由
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
三
論
玄
義
の
分
派

　
　
事
情
は
宗
輪
論
に
多
少
の
粉
飾
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
記

　
　
の
一
二
を
舎
利
弗
阿
毘
聖
王
に
見
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
積
子
部
の
訥
せ
し
論
で

　
　
も
別
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
三
論
玄
義
の
い
う
分
派
に
舎
利
弗
阿

　
　
毘
曇
論
が
関
係
し
た
と
い
う
記
述
は
疑
問
視
さ
れ
よ
う
。

（
7
）
　
首
等
人
が
補
特
伽
羅
に
類
似
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
が
未
だ
明
確
で
な

　
　
い
。

（
8
）
　
部
派
に
よ
っ
て
中
架
浬
葉
人
に
対
す
る
見
解
が
異
る
。
中
有
の
存
在
を
認
め
る
有

　
　
部
で
は
中
繋
浬
繋
と
は
中
有
の
位
に
て
浬
葉
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
9
）
　
『
舎
利
弗
阿
毘
麟
論
」
（
大
正
二
八
・
六
〇
八
・
a
）

（
1
0
）
　
．
国
中
幕
帥
く
p
＃
げ
q
．
（
南
大
五
七
・
一
四
二
）

（
1
1
）
　
．
囚
鉾
げ
四
く
碧
夢
自
、
（
南
大
五
七
・
二
八
○
）

（
1
2
）
　
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
」
　
（
大
正
二
八
・
六
九
七
・
b
）

（
1
3
）
　
『
成
唯
識
論
述
記
」
二
末
（
大
正
四
三
・
二
九
二
・
a
）

（
1
4
）
　
「
舎
利
弗
阿
毘
三
論
」
　
（
大
正
二
八
・
五
三
八
・
a
、
五
四
二
・
c
）

（
1
5
）
　
「
舎
利
無
限
毘
至
論
」
　
（
大
正
二
八
・
五
八
一
・
a
）

（
1
6
）
　
、
閑
p
夢
帥
く
鉾
島
β
．
（
南
大
五
八
・
三
五
二
）

（
1
7
）
　
、
閑
鉾
ず
帥
く
p
簿
ゴ
信
”
（
南
大
五
七
・
一
〇
〇
）

（
1
8
）
　
「
国
訳
一
切
経
」
毘
曇
部
一
九
、
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
解
題
の
中
で
は
、
根
本
上
座

　
　
部
の
本
流
が
次
第
に
南
下
し
、
他
方
有
部
が
北
浦
し
て
こ
の
二
つ
の
潮
流
の
思
想
的

　
　
間
衝
地
帯
に
あ
っ
て
、
上
座
、
有
部
の
影
響
を
受
け
、
更
に
大
衆
部
等
の
影
響
も
多

　
　
く
受
け
て
い
る
論
で
あ
る
と
い
う
。

（
1
9
）
　
木
村
泰
賢
著
「
阿
毘
達
磨
論
の
研
究
」
三
三
頁
以
下
に
お
い
て
、
舎
利
弗
阿
毘
曇

　
　
論
、
毘
雪
崩
伽
羅
、
人
施
設
論
な
ど
南
北
両
々
の
基
本
論
書
が
別
に
あ
っ
て
、
後
に

　
　
北
伝
で
は
舎
利
弗
阿
毘
正
論
、
南
岳
で
は
他
の
二
世
と
な
っ
た
と
推
論
し
て
い
る
。

（
2
0
）
　
「
宗
教
界
」
上
巻
に
お
い
て
、
舎
利
弗
阿
言
論
は
南
方
諸
阿
毘
曇
論
を
し
て
北
伝

　
　
有
部
の
根
本
翌
旦
毘
達
磨
へ
橋
渡
し
す
べ
き
意
味
を
な
す
論
で
あ
る
と
言
う
。

（
2
！
）
　
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
一
三
（
大
正
二
九
・
六
七
・
c
）

（
2
2
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
六
頁
～
七
頁
。

（
2
3
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
七
八
頁
、
「
大
乗
成
業
命
」
で
は
「
身
表
行
動
為

　
　
性
縁
此
世
境
心
等
所
生
」
と
言
う
。

（
2
4
）
　
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
＝
二
（
大
正
二
九
・
六
七
・
c
）

（
2
5
）
　
『
倶
舎
論
光
記
」
　
（
大
正
四
一
・
二
〇
一
・
c
）

（
2
6
）
　
『
成
唯
識
論
述
記
」
で
は
「
正
量
部
　
彼
計
身
業
以
動
為
休
　
如
成
業
論
　
倶
舎

　
　
十
三
」
と
い
う
。

（
2
7
）
荻
原
雲
来
校
訂
梵
本
三
四
五
頁
参
照
。

（
2
8
）
　
山
ロ
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
七
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

（
2
9
）
　
「
成
唯
識
論
了
義
燈
』
三
（
大
正
四
三
・
七
一
九
・
c
）
に
「
婆
沙
巾
分
別
伝
説

　
　
是
正
量
部
」
と
あ
る
。

（
3
0
）
　
「
中
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
三
・
c
）

（
3
！
）
　
「
中
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
六
〇
・
b
）

（
3
2
）
　
正
量
部
の
勢
力
は
永
続
的
で
『
西
域
記
」
　
（
大
正
五
一
・
九
三
五
・
c
）
に
は
「

　
　
伽
藍
数
百
所
　
僧
徒
二
万
余
人
　
習
学
小
乗
正
量
部
」
と
あ
り
、
ま
た
『
南
海
寄
帰

　
　
内
法
伝
』
　
（
大
正
五
四
・
二
〇
五
・
b
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
3
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
五
六
頁
～
五
七
頁
。

（
3
4
）
　
山
口
申
訳
「
世
親
の
成
業
論
」
⊥
ハ
四
頁
。

（
3
5
）
　
舟
橋
一
哉
著
「
業
の
研
究
」
九
九
頁
。

（
3
6
）
　
有
部
や
尊
重
の
よ
う
に
物
体
の
刹
那
理
性
を
説
く
と
こ
ろ
で
は
行
動
は
許
さ
れ
な

　
　
い
。

三
．
彌
底
部
（
ω
帥
B
日
一
菖
団
P
）
の
業
思
想

一
九



三
彌
底
部
（
ω
p
D
ヨ
日
一
け
一
鴇
曽
）
の
業
思
想

（
3
7
）
　
『
異
部
執
輪
論
述
記
発
靭
』
下
・
二
六
丁
。

（
3
8
）
　
『
倶
舎
論
光
記
』
　
（
大
正
四
一
・
二
〇
一
・
b
）

（
3
9
）
　
「
成
唯
識
論
枢
要
』
上
末
（
大
正
四
三
・
六
二
五
・
b
）

（
4
0
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
六
四
頁
。

（
4
1
）
　
「
大
乗
成
業
論
」
で
は
「
何
縁
知
此
転
圧
平
方
謂
差
別
相
不
可
知
故
」
と
い
う
。

（
4
2
）
　
成
業
論
の
チ
ベ
ッ
ト
註
釈
疏
「
業
成
就
の
釈
疏
』
．
い
9
ω
o
q
議
び
。
B
乞
び
鐙
阜

　
　
B
．
（
b
u
一
〇
，
げ
N
臼
◎
⇒
昌
鋤
口
み
ω
犀
偉
勲
　
ω
β
ヨ
P
↓
一
⑩
昌
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
）

（
4
3
）
　
大
鹿
実
秋
著
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
大
乗
成
業
論
の
註
釈
に
於
け
る
異
常
な
る
論
式
」

　
　
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
八
巻
）

（
4
4
）
　
『
倶
舎
論
光
記
」
　
（
大
正
四
一
・
二
〇
一
・
c
）

（
4
5
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
一
〇
四
頁
。

（
4
6
）
　
「
大
乗
成
業
論
文
林
章
』
　
「
日
本
大
蔵
経
」
論
蔵
部
、
諸
大
乗
論
章
疏
一
の
六
八

　
　
八
頁
。

（
4
7
）
　
．
民
象
げ
帥
く
p
。
詳
犀
q
．
（
南
大
五
八
・
八
九
）

（
4
8
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
二
三
二
頁
。

（
4
9
）
　
、
冥
罰
げ
鋤
く
9
ヰ
ゲ
ロ
、
（
南
大
五
八
二
二
〇
二
～
三
〇
三
）

（
5
0
）
　
．
内
讐
ぽ
鋤
く
彗
昏
ロ
．
（
南
大
五
八
・
三
〇
四
）

（
5
1
）
　
．
囚
緯
ゴ
凶
く
p
詳
ゴ
β
、
（
南
大
五
八
・
一
六
九
）

（
5
2
）
　
、
閑
緯
げ
鋤
く
曽
茸
げ
q
、
（
南
大
五
八
・
一
六
九
）

（
5
3
）
　
。
囚
卑
げ
9
1
〈
暮
け
げ
β
．
（
南
大
五
八
・
一
六
八
）

（
5
4
）
　
、
閑
p
。
け
ゴ
鋤
く
固
暮
ゴ
ロ
、
（
南
大
五
八
・
二
八
二
）

（
5
5
）
　
『
正
法
二
合
経
』
　
（
大
正
一
七
・
二
三
・
b
）
に
は
「
是
判
所
処
　
一
切
法
中
興

　
　
色
相
応
　
若
人
受
戒
　
一
発
戒
色
　
乃
至
　
如
是
善
法
　
一
相
続
早
行
」
と
説
き
無

　
　
作
を
述
べ
、
そ
れ
が
色
法
で
あ
っ
て
無
意
識
等
の
時
に
も
相
続
す
る
潜
勢
力
で
あ
る

　
　
と
語
る
。

（
5
6
）
　
「
成
唯
識
論
述
記
』
　
（
大
正
四
三
・
二
八
九
・
b
）

（
5
7
）
　
『
顕
識
論
』
　
（
大
正
三
一
・
八
八
○
・
c
）
に
は
無
失
の
名
で
出
典
す
る
。

二
〇

（
5
8
）
　
「
中
論
』
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
b
）

（
5
9
）
　
『
般
若
燈
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
一
〇
一
・
c
）

（
6
0
）
　
「
随
相
論
」
　
（
大
正
三
二
・
一
六
二
・
a
）

（
6
1
）
　
「
随
相
論
」
　
（
大
正
三
二
・
一
六
二
・
a
）

（
6
2
）
　
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
　
（
大
正
二
九
・
六
九
・
a
）

（
6
3
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
一
四
二
頁
。

（
6
4
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
一
五
三
頁
。

（
6
5
）
　
『
大
乗
成
業
論
』
　
（
大
正
三
一
・
七
八
三
・
b
）

（
6
6
）
　
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
一
五
三
頁
。

（
6
7
）
　
『
成
実
論
」
　
（
大
正
三
二
・
二
九
〇
・
a
）

（
6
8
）
　
「
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
　
（
大
正
二
八
・
五
八
一
・
a
）

（
6
9
）
　
．
国
碧
げ
鋤
く
象
§
障
．
（
南
大
五
八
・
三
六
）

（
7
0
）
　
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
　
（
大
正
二
九
・
六
九
・
a
）

（
7
1
）
　
．
閑
四
夢
御
く
讐
誓
偉
．
（
南
大
五
八
・
三
七
）

（
7
2
）
　
『
三
弥
底
部
論
」
　
（
大
正
三
二
・
四
六
七
・
b
）

（
7
3
）
　
『
大
乗
成
業
論
」
　
（
大
正
三
一
・
七
八
三
・
b
）
に
「
纏
相
続
牽
引
別
法
起
　
其

　
　
体
実
有
　
心
不
相
応
行
纏
所
摂
」
と
伝
え
る
。
又
、
成
業
論
は
不
野
臥
と
増
長
と
を

　
　
並
べ
て
同
義
と
す
る
。
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
一
五
三
頁
を
参
照
。

（
7
4
）
　
『
中
論
』
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
b
）

（
7
5
）
　
『
般
若
燈
論
』
　
（
大
正
三
〇
・
一
〇
一
・
a
）

（
7
6
）
　
こ
の
文
は
青
弁
釈
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
c
）
で
は
「
於
是
中
分
別
有
漏
及
無

　
　
漏
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
∪
び
忌
日
9
答
ω
㌣
げ
四
督
ゲ
o
Q
円
Φ
ゲ
℃
国
論
。
甲
B

　
　
ω
ゆ
q
8
づ
ー
ヨ
p
、
根
本
中
無
告
般
若
燈
で
は
続
い
て
「
そ
れ
故
に
こ
の
よ
う
に
不
失

　
　
（
法
）
が
あ
る
と
き
、
種
々
の
有
情
の
業
か
ら
生
起
し
た
趣
と
種
姓
と
身
と
境
と
異
時

　
　
の
身
と
根
と
色
形
に
よ
る
こ
と
、
力
と
覚
と
勝
解
と
戒
賢
と
受
用
等
の
異
る
も
の
が

　
　
現
前
成
立
す
る
。
」
　
（
私
訳
）
と
説
く
。

（
7
7
）
　
舟
橋
一
哉
著
「
業
の
研
究
」
一
二
三
頁
。
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（
7
8
）
　
「
中
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
c
）

（
7
9
）
　
「
中
論
』
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
b
）

（
8
0
）
　
、
国
緯
げ
帥
く
凶
＃
び
信
．
（
南
大
五
七
・
二
八
○
）

（
8
1
）
　
「
中
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
c
）

（
8
2
）
　
「
摂
大
乗
論
釈
』
　
（
大
正
三
一
・
一
六
〇
・
c
）
無
性
の
「
摂
大
乗
論
釈
』
　
（
大

　
　
正
三
一
ニ
ニ
八
六
・
b
）
に
は
果
報
識
の
語
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
8
3
）
　
『
西
域
記
」
一
一
（
大
正
五
一
・
九
三
五
・
c
）
に
は
正
量
部
は
阿
葉
提
（
》
〈
9
馨
固
）

　
　
即
ち
、
郁
閣
衡
那
（
¢
甘
貯
）
を
中
心
と
し
て
耐
秣
陀
⇔
4
碧
ヨ
巴
帥
）
河
以
北
に

　
　
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
正
量
部
は
》
く
鎚
暮
p
吋
9
。
（
ア
バ
ン
タ

　
　
カ
）
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ア
バ
ン
タ
カ
と
は
》
〈
①
ロ
訂
に
住
す

　
　
る
者
よ
り
名
づ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
有
部
所
伝
に
は
正
量
部
の

　
　
一
派
と
し
て
の
ア
バ
ン
タ
カ
が
出
る
。

（
8
4
）
　
林
五
邦
著
「
論
事
」
上
巻
五
七
頁
に
は
「
北
伝
正
量
部
は
北
伝
有
部
の
所
説
に
合

　
　
す
る
所
多
く
、
積
子
部
末
と
い
わ
れ
る
正
量
部
は
大
衆
部
的
思
想
を
受
け
、
い
つ
れ

　
　
も
上
座
部
思
想
と
大
衆
部
思
想
の
折
衷
系
と
見
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
8
5
）
　
『
三
弥
底
部
論
』
　
（
大
正
三
二
・
四
六
二
・
a
）

（
8
6
）
　
『
三
弥
底
部
論
』
　
（
大
正
三
二
・
四
六
二
・
b
）

（
8
7
）
　
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
　
（
大
正
四
五
・
二
五
〇
・
c
）

（
8
8
）
　
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
」
　
（
大
正
二
七
・
八
・
b
）

（
8
9
）
　
『
異
部
宗
輪
論
」
　
（
大
正
四
九
・
一
六
・
c
）

（
9
0
）
　
「
大
智
度
論
」
　
（
大
正
二
五
・
六
五
・
a
）

（
9
1
）
　
『
中
論
」
　
（
大
正
三
〇
・
二
二
・
b
）

（
9
2
）
　
前
記
の
中
論
偶
を
以
下
解
釈
す
る
。

（
9
3
）
　
「
浄
明
句
釈
論
」
プ
ー
サ
ン
校
訂
梵
本
一
九
二
頁
。

（
9
4
）
　
『
三
弥
底
部
論
」
　
（
大
正
三
二
・
四
七
一
・
a
）
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